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１．防災・減災、国土強靱化の推進等 

・ 公共事業関係費は、６兆 858 億円（対前年度＋30 億円）を安定的に確保

（令和６年度補正予算は 2.4兆円）。その中で、 

➢ 能登半島地震等の教訓を踏まえた制度改正・体制整備 

（例：上下水道システムの急所施設の耐震化等を計画的・集中的に進め

るための個別補助事業を創設） 

➢ 規制・誘導手法の活用などソフト対策との一体的取組 

（例：災害危険性のある一定の地域を住宅新築支援の対象から原則除外） 

➢ 新技術の開発・普及（例：線状降水帯の予測精度向上等に向けた研究） 

などにより、防災・減災、国土強靱化を推進。 

 

２．地方創生や生産性向上・成長力強化に向けた取組 

・ 訪日外国人旅行者数 6,000 万人の目標達成に向け、国際観光旅客税も活用

し、地域の自然環境や文化資源を活用した観光コンテンツの充実などを推進。 

・ インフラ整備を通じた成長力の向上のため、国際コンテナ戦略港湾等の機能

強化や、空港の国際競争力の強化などを推進。 

 

３．担い手確保・処遇改善への対応 

・ 改正建設業法等を踏まえ、請負代金等について実地調査を行う「建設Ｇメ

ン」の取組を強化（建設Ｇメンの補助員の導入等）。 

・ 運送業界の取引環境適正化推進のための「トラックＧメン」を「トラッ

ク・物流Ｇメン」に改組し、中間に介在する倉庫業者と荷主の間の取引環境

の是正など、サプライチェーン全体の取引環境の適正化の取組を強化。 

 

４．国民の安全・安心の確保 

・ 「海上保安能力強化に関する方針」を踏まえ、無操縦者航空機の５機体制

の構築や大規模災害等に活用可能な多目的巡視船、勤務環境改善に資する宿

舎整備をはじめ海上保安庁予算・定員を大幅拡充。 

 

  

国土交通省・公共事業関係予算のポイント 

令和７年度予算編成の基本的な考え方 
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（単位：億円） 

 令和６年度 令和７年度 ６’→ ７’増 減 

公 共 事 業 関 係 費 ６０，８２８ ６０，８５８ ＋３０ 
（＋０．０％） 

 うち国土強靱化関係予算 ４０，３３０ ４０，７０６ 
＋３７６ 

（＋０．９％） 
※ 令和６年度補正予算の公共事業関係費は 23,506億円。 

 
 

 

 

（単位：億円） 

 令和６年度 令和７年度 ６’→ ７’増 減 

国土交通省関係 計 ５９，５３７ ５９，５２８ ▲９ 
（▲０．０％） 

 
 
 

公共事業関係費 ５２，９０１ ５２，７５３ 
▲１４８ 

（▲０．３％） 
 

うち一般公共 ５２，３２１ ５２，３３６ 
＋１５ 

（＋０．０％） 

非公共予算 ６，６３６ ６，７７５ 
＋１３９ 

（＋２．１％） 
※ 地域計上分を含む。 
※ 国際観光旅客税（令和７年度税収 490億円）関連施策のうち国土交通省予算に計上される 441

億円（令和６年度 403億円）を含む。 
※ 本表のほか、デジタル庁一括計上分として、令和７年度 330 億円があり、これを含めた場合

の合計額は、59,858 億円（対前年度▲0.0％）である。また、別途、委託者の負担に基づいて
行う附帯・受託工事費がある。 
さらに、内閣府計上の新しい地方経済・生活環境創生交付金のうち、国土交通省関係事業も

対象となる公共事業関係費として、令和７年度 598 億円があり、これを含めた場合の公共事業
関係費の合計額は、53,351億円（対前年度＋0.8％）である。 

 
 

 

１．防災・減災、国土強靱化の推進 

（１）能登半島地震等の教訓を踏まえた制度改正・体制整備 

① 事業間連携砂防等事業における対象事業の拡充 

  ２７０億円の内数 ⇒  ２８２億円の内数   

・  能登半島地震等に伴う斜面崩壊による上下水道施設の甚大な被害を踏まえ、土砂
災害対策として「事業間連携砂防等事業」を拡充し、上下水道システムの急所と
なる施設のうち、土砂災害警戒区域内に位置する施設に係る耐震化対策等と連携
して実施する事業を追加。これにより、事前防災の推進による災害に強いまちづ
くりを支援。 

  ※ 事業の採択に当たっては、根本的な再度災害防止のため、将来的な上下水道施設等の再

編及び土砂災害警戒区域外への移設可能性を見据えた地方との協議を行う体制を構築。 

  

◆ 国土交通省関係予算 

◆ 公共事業関係費 
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② 上下水道の耐震化の加速 

水道基幹施設耐震化事業 ３２億円（皆増）   

下水道基幹施設耐震化事業 ７８億円（皆増） 

・  上下水道施設の耐震化を計画的・集中的に進めるため、上下水道システムの急所
となる基幹施設の耐震化を支援する個別補助事業を創設。 

 

③ 直轄特定緊急地すべり対策事業の創設 

   ４億円（皆増） 

・  能登半島地震等において発生した甚大な地すべり被害を踏まえ、大規模な地すべ
り災害に対する短期的・集中的な対策として、再度災害防止事業において、直轄
特定緊急地すべり対策事業を創設し、今後の豪雨や地震による再度災害防止の取
組を強化。 

 

④ 災害応急対策移動施設導入に係る無利子貸付制度の創設 

災害応急対策移動施設導入に係る無利子貸付 ０．２億円（皆増） 

・  能登半島地震において、各地から被災地へ派遣され被災者支援に有効活用された、
防災用コンテナ型トイレ等の災害応急対策移動施設について、その設置を促進する
ため、民間事業者等が自動車駐車場に道路占用許可を受けて設置する場合に係る費
用の一部について、地方公共団体を通じて国が無利子貸付を行う制度を創設。 

 

⑤ 盛土区間の防災対策事業の個別補助化 

道路盛土のり面防災対策補助 ４億円（皆増） 

・ 能登半島地震により、緊急輸送道路である能越自動車道の盛土区間において大規

模崩壊が多数発生したことを受け、全国の盛土のり面点検を実施した結果、対策が
必要とされた緊急輸送道路の防災対策事業を重点的に支援するため、個別補助事業
を創設。 

 

⑥ 盛土空港における耐震対策 

                  １３億円（皆増） 

（参考）令和６年度補正予算    ２億円 

・ 能登半島地震により、能登空港において盛土部分に亀裂や段差が発生したことを
受け、能登空港と類似する切盛土空港において同様の事象が生じる可能性につい
て調査を行う等、必要な対策を実施。 

 

⑦ 災害復旧予算の柔軟化・手続きの簡素化  

・ 効果的な初動対応を確保しつつ、災害復旧予算の一層の有効活用を図るため、
その運用・配分を柔軟化し、あわせて、関係者の事務負担の軽減のため、査定手
続き等を簡素化（オンラインでの実施やペーパーレス化等）。 
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⑧ ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥの役割・機能の抜本的強化 

  １，１７９億円の内数 ⇒ １，２０２億円の内数   

・  能登半島地震における対応等を踏まえ、ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥの役割・機能を抜本
的に強化するため、高度な専門性を有する多様な主体との連携など官民連携の強
化や、支援活動の迅速性・安全性・継続性向上のための資機材、装備品等の充
実・強化を実施。 

 

（２）防災・減災効果を効率的に高める取組み 

① 災害の危険性のある地域への住宅新築支援の見直し 

・ 災害リスクエリアへの市街地の拡散を抑制するため、市街化調整区域かつ災害
イエローゾーン（浸水想定高さ３m 以上の区域等）の地域は、住宅新築支援の対
象から原則除外。 

 

② 立地適正化計画の見直し等による事前防災まちづくりの推進 

・ 立地適正化計画の実効性を確保し、地域の防災・減災機能を向上させるため、
立地適正化計画の評価・見直しを適切に行っていない自治体や、防災指針を策定
していない自治体は、都市構造再編集中支援事業等の支援対象から除外（経過措
置は令和９年度までの３年間）。 

 

③ 特定都市河川制度の活用等による治水対策の推進 

１８０億円 ⇒ １８６億円（＋ ６億円、 ＋３．２％）   

・  流域治水の取組加速のため、特定都市河川制度に基づく貯留機能保全区域の指定
等に必要な関係者との合意形成を促進する取組（※）を支援。その際、流域治水の

取組の実効性を高めつつ、さらなる加速化を図るため、支援対象期間を計画策定
から５年以内に限定。また、ＡＩ等を活用したダム管理の高度化の調査・検討を
行い、流域総合水管理を推進。 
※ 浸水シミュレーションを踏まえた区域指定による効果等に対する関係者の理解促進のため

の取組等。 

 

④ 上下水道一体での事業の推進 

３１億円 ⇒ ６４億円（＋ ３３億円、 ＋１０６．７％）   

・ 上下水道一体による効率的な取組を進めるため、上下水道一体でのウォーター
ＰＰＰの導入等を推進するとともに、上下水道で共通する課題（人口減少、イン
フラ老朽化、地震対策等）の解決に向けた実証事業を実施。 

 

⑤ 気象庁における線状降水帯の予測精度向上等に向けた取組の強化 

５４９億円 ⇒ ５５８億円（＋ ９億円、 ＋１．６％）   

（参考）令和６年度補正４５１億円（デジタル庁計上分含む）とあわせて１，０００億円超 

・  気候変動の影響等により、自然災害が激甚化・頻発化する中、将来的なダムの事
前放流の開始時期の前倒し（３日前→５日前）による放流量の増量にもつながる
よう、線状降水帯・台風等の予測精度向上に資する研究予算を倍増（16 億円（＋
8億円））。 

・ 気象防災アドバイザーの大幅拡充（＋240 人）により、自治体の災害対応にお
ける直接支援（避難情報発令の首長への進言など）の体制を強化（600 人程度
（令和８年 4月））。  
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（３）老朽化対策への重点化 

① インフラの老朽化対策の推進 

ⅰ）道路メンテナンス補助 

 ２，２６０億円 ⇒ ２，２８２億円（＋ ２２億円、 ＋１．０％）   

ⅱ）河川メンテナンス事業費補助等 

・ 既存ストックを最大限活用し、将来の更新費用の低減を図るため、統廃合の促
進や広域連携による効率化とともに、道路・河川・砂防施設点検へのドローン・
衛星技術の活用やＡＩによる老朽化箇所の自動検出といった新技術の活用等を推
進しつつ、事後保全から予防保全への移行に向けて老朽化対策を重点的に支援。 

 

② マンションの老朽化対策の推進 

   ２７億円（皆増） 

・ マンションの建物と区分所有者の「２つの老い」の進行に対応するため、マン
ションの長寿命化等に向けた先導的な取組への支援の強化や、地方公共団体にお
ける先導的な老朽マンション対策への支援を行う事業を創設。 

 

（４）地方整備局等の執行体制の強化 

  ２３，８５８人 ⇒ ２３，９５１人 （＋９３人） 

・  大規模自然災害からの復旧・復興や自然災害発生時におけるＴＥＣ－ＦＯＲＣ
Ｅの被災自治体への派遣に加え、地域の防災・減災、国土強靱化の取組の推進を
図る観点から、地方整備局等の人員を増員し体制を強化。 

 

２．地方創生や生産性向上・成長力強化に向けた取組 

（１）地方創生への貢献 

① 訪日外国人旅行者数６，０００万人の目標達成に向けた観光施策の推進 

  ５４０億円 ⇒ ５７９億円（＋ ３９億円、 ＋７．２％)  

うち国際観光旅客税財源 ４４０億円 ⇒ ４９０億円（＋ ５０億円、 ＋１１．４％)  

・ 訪日外国人旅行者数６，０００万人の目標達成に向け、国際観光旅客税も活用
し、円滑な出入国・通関等の環境整備や地域で持続可能な観光業の確立、地域の
自然環境・文化財を活かした付加価値の高い観光コンテンツの創出などを推進。 

 

② 二地域居住や地域生活圏の推進 

  ０．３億円（皆増）   

（参考）令和６年度補正予算 ６億円  

・ 地方への人の流れを創出するため、地域の多様な主体が連携した先導的な二地
域居住の取組を支援。また、行政区域を超えた連携等により生活サービスの持続
的な提供を図るため、地域生活圏の形成に資する先導的な取組を支援。 
  

２１８億円 ⇒ ２２３億円（＋ ５億円、 ＋２．５％） 
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③ 市町村域を越えた広域でのまちづくりの推進 

・ 立地適正化計画の策定・見直し時において広域連携の取組を重点的に支援する
とともに、広域連携の拠点施設の整備への補助限度額の嵩上げ措置を強化。あわ
せて、データ整備や効果検証を強化して、広域でのまちづくりに係るＥＢＰＭを
促進。 

 

（２）国際コンテナ戦略港湾等の機能強化 

６３３億円 ⇒ ６３８億円（＋ ５億円、 ＋０．８％）  

・ 国際コンテナ戦略港湾（京浜港・阪神港）に寄港する国際基幹航路の維持・拡
大を図り、我が国立地企業のサプライチェーンを安定化すること等を通じて、我
が国産業の国際競争力を強化するため、 
ⅰ）船舶の大型化に対応したコンテナターミナルの整備等を集中的に実施すると 

ともに、 

ⅱ）ＡＩの活用等による港湾業務の自動化・省力化、コンテナターミナルの一体
利用の促進を通じて、港湾物流における生産性向上を促進。 

 

（３）空港の国際競争力の強化等 

① 空港の国際競争力の強化 

８６４億円 ⇒ ８８８億円（＋ ２４億円、 ＋２．８％）   

【自動車安全特別会計（空港整備勘定）】 

・ 羽田空港において、京急空港線引上線やＪＲ東日本羽田空港アクセス線等の整
備を引き続き実施するほか、中部空港の現滑走路の大規模補修に向けた代替滑走
路の整備等を実施。 

 

➁ 空港業務（保安検査、グランドハンドリング）の体制強化等 

保安検査の量的・質的向上の推進 １３５億円 ⇒ １４０億円 （＋ ６億円、 ＋４．３％）   

【自動車安全特別会計（空港整備勘定）】 

空港受入環境整備の推進       １億円  ⇒ １億円 （＋ ０億円、 ＋２．７％） 

 【一般会計】 

ＦＡＳＴ ＴＲＡＶＥＬの推進        １６億円  ⇒   １６億円 （＋ 1 億円、 ＋４．７％） 

 【国際観光旅客税財源 （再掲）】 

・ 今後の航空需要の増大に対応するため、旅客の利便性向上を図りつつ、確実か
つ効率的に保安検査を実施できるよう、保安検査員の処遇改善や先進的な検査機
器の導入を推進。 

・ 空港業務を担うグランドハンドリング事業者について、エアラインからの委託
料引上げによる処遇改善を促すとともに、人材の定着率向上のための職場環境改

善などを重点的に支援。 
・ ストレスフリーで快適な旅行環境の実現に向け、自動チェックイン機や自動手
荷物預け機、自動航空機牽引機等の先進機器導入により、搭乗手続きの円滑化や
手荷物輸送の迅速化を推進。 

 

（４）整備新幹線の整備の推進 

① 整備新幹線の着実な整備 

８０４億円 ⇒ ８０４億円（± ０億円、 ±０．０％）   

・ 北海道新幹線（新函館北斗・札幌間）等について、整備を着実に推進。 
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 ② 北陸新幹線事業推進調査 

１４億円 ⇒ １５億円（＋ ０．２億円、 ＋１．１％）   

・ 北陸新幹線（敦賀・新大阪間）について、従来、工事実施計画の認可後に行っ
ていた調査も含め、施工上の課題を解決するための調査を先行的・集中的に実施
することに加えて、科学的知見に基づいた情報発信やそのための体制強化等によ
る沿線地域の理解促進に必要な調査等を実施。 

 

（５）都市鉄道ネットワークの充実 

１５３億円 ⇒ １５３億円（＋ ０．３億円、 ＋０．０％） 

・ 大都市圏の中心部における移動の円滑化や通勤・通学混雑の緩和等を図るため、
新たに新空港線「蒲蒲線」の整備着手とともに、なにわ筋線の整備、東京メトロ
有楽町線・南北線の延伸整備を推進するほか、地下鉄バリアフリー化等を推進。 

 

（６）ＤＸの推進、サイバーセキュリティの強化等 

1 億円 ⇒ 1 億円（＋ ０億円、 ＋０．５％）   

（参考）令和６年度補正予算  １９億円 

・ 働き方改革や、国土交通分野における行政情報のデータ化・活用などの DX を
推進するとともに、所管事業者を含めたサイバーセキュリティの確保・強化を実
施。 

  

３．担い手確保・処遇改善への対応 

（１）建設業の処遇改善と担い手確保 

２億円 ⇒ ２億円（＋ ０億円、 ＋８．１％）   

・ 適切な労務費の確保と行き渡りに向けて、改正建設業法等を踏まえ、請負代金
や取引内容について実地調査を行う「建設Ｇメン」の取組を強化（建設Ｇメンの
補助員の導入等）するとともに、労務費の基準の作成に向けた実態調査等を実施。
あわせて、働き方改革の推進や、女性や若者の入職・定着の促進、地方公共団体

の入札契約の適正化等を引き続き実施。 

 

（２）物流業における取引環境の適正化 

０．３億円 ⇒ ０．４億円（＋ ０．１億円 ＋２０．８％）   

・ 物流業における人件費の適正な価格転嫁等を促すため、荷主・元請事業者の悪
質な行為の是正指導を行う「トラックＧメン」を「トラック・物流Gメン」に改
組し、中間に介在する倉庫業者と荷主の間の取引環境の是正など、サプライチェ

ーン全体の取引環境の適正化の取組を強化。 

 

（３）官庁施設の整備・老朽化対策等 

１７６億円 ⇒ １７９億円（＋ ２億円、 ＋１．３％）   

（参考）令和６年度補正予算  ５２億円 

・ 防災拠点となる官庁施設（合同庁舎等）の防災機能を強化し、長く安全に利用
するため、危険箇所の解消などの老朽化対策を実施。 
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４．国民の安全・安心の確保 

（１）海上保安能力の強化 

 ２，６１１億円 ⇒ ２，７９１億円 （＋ １８０億円、 ＋６．９％)  

・ 「海上保安能力強化に関する方針」（令和４年 12月 16日関係閣僚会議決定）
を踏まえ、尖閣領海警備能力や広域海洋監視能力、大規模災害等の重大事案への
対処能力の強化など、海上保安能力の強化を推進。 
①  広域海洋監視、大規模災害等の重大事案への対処能力などの能力強化 
ⅰ）無操縦者航空機の５機体制の構築 
ⅱ）多目的巡視船１隻の建造 等 

②  業務基盤の整備 
ⅰ）宿舎整備 
ⅱ）能力強化に必要な定員など、１０１人の純増 等 

 

（２）羽田空港での航空機衝突事故を踏まえた更なる安全・安心対策の推進 

１９億円（皆増) 

                 うち、【自動車安全特別会計（空港整備勘定）】１９億円 

【一般会計】 １億円 

・ 令和６年１月２日に羽田空港で発生した航空機衝突事故を受け、滑走路上におけ

る航空機等の衝突防止に向けた更なる安全・安心対策を速やかに実施するため、滑

走路誤進入に係る注意喚起システムの強化等を推進。 

 

（３）一般会計から自動車安全特別会計への繰戻し 

６５億円 ⇒ ６５億円 （± ０億円、 ±０．０％） 

（参考）令和６年度補正予算  ３５億円 

・ 令和３年 12 月に財務大臣・国土交通大臣間で合意された内容（※）を踏まえ、
被害者支援事業等が安定的、継続的に将来にわたって実施されるよう、引き続き
繰戻しを実施。 

 

（※）財務大臣・国土交通大臣間合意（令和３年１２月２２日）（抄） 

- 毎年度の具体的な繰戻額については、令和４年度予算における繰戻額の 
水準を踏まえ、（中略）財務省及び国土交通省が協議の上、決定すること
とする。 

- 一般会計からの繰戻しに継続して取り組む 
  （注）令和４年度予算における繰戻額：５４億円 
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兆
円

当
初
ピ
ー
ク

公
共
事
業
関
係
費
の
推
移
（
H
元
年
度
～
）

社
会
資
本
特
会
の

一
般
会
計
化

地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
の

一
般
会
計
計
上
に
よ
る
影
響

（兆
円
）

臨
時
・特

別
の
措
置

当
初
予
算

当
初
予
算
（
臨
時
・特

別
の
措
置
）

補
正
追
加 (
0.
8)

1
4
.9
兆
円

補
正
後
ピ
ー
ク

― 10 ―

―  ―0123456789



（単位：百万円）

増▲減額 伸率

852,184 859,986 7,802 0.9%

62,351 62,453 102 0.2%

40,297 40,299 2 0.0%

2,118,300 2,118,885 585 0.0%

244,903 245,603 700 0.3%

30,925 39,614 8,689 28.1%

22,822 22,822 - 0.0%

80,372 80,372 - 0.0%

156,106 156,060 ▲ 46 ▲0.0%

102,516 102,416 ▲ 100 ▲0.1%

112,775 138,375 25,600 22.7%

41,727 41,563 ▲ 164 ▲0.4%

32,386 32,432 46 0.1%

332,623 333,139 516 0.2%

125,370 125,565 195 0.2%

72,976 73,091 115 0.2%

506,453 487,410 ▲ 19,043 ▲3.8%

870,652 846,955 ▲ 23,697 ▲2.7%

76,999 76,249 ▲ 750 ▲1.0%

39,777 59,777 20,000 50.3%

13,886 13,886 - 0.0%

68,179 69,128 949 1.4%

6,004,579 6,026,080 21,501 0.4%

国 土 交 通 省 関 係 5,232,145 5,233,638 1,493 0.0%

農 林 水 産 省 関 係 678,393 678,573 180 0.0%

経 済 産 業 省 関 係 2,163 2,155 ▲ 8 ▲0.4%

環 境 省 関 係 49,482 49,318 ▲ 164 ▲0.3%

内 閣 府 関 係 42,396 62,396 20,000 47.2%

78,171 59,672 ▲ 18,499 ▲23.7%

6,082,750 6,085,752 3,002 0.0%公 共 事 業 関 係 費 計

農 業 農 村

森 林 整 備

水 産 基 盤

社会資本整備総合交付金

防 災 ・ 安 全 交 付 金

農山漁村地域整備交付金

地 方 創 生 整 備

防 災 ・ 減 災 推 進 費

そ の 他

一 般 公 共 計

災 害 復 旧 等

国 営 公 園 等

治 山

海 岸

道 路

港 湾

空 港

都 市 幹 線 鉄 道

整 備 新 幹 線

住 宅 対 策

市 街 地 整 備

上 下 水 道

廃 棄 物 処 理

治 水

公　共　事　業　関　係　費

令和６年度
当初予算額

令和７年度
政府案

対前年度
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○
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
は
多
数
の
斜
面
崩
壊
に
よ
り
多
く
の
犠
牲
者
が
出
た
ほ
か
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
や
上
水
施
設
等
が
被
災
し
住
民
の
避
難
行
動

や
救
助
活
動
、
復
旧
・
復
興
の
大
き
な
支
障
と
な
っ
た
。

○
令
和
元
年
度
創
設
の
「
事
業
間
連
携
砂
防
等
事
業
」を
拡
充
す
る
こ
と
で
、
道
路
等
の
重
要
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
み
な
ら
ず
、
上
下
水
道
等
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
施
設
も
保
全
す
る
事
前
防
災
と
し
て
の
ハ
ー
ド
対
策
を
推
進
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
支
援
を
図
る
。

背
景
・
課
題

〇
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
は
多
数
の
斜
面
崩
壊
に
よ
り
、
基
幹
道
路
で
あ
る

国
道
24
9号
や
上
水
施
設
等
が
複
数
箇
所
で
被
災
し
、
住
民
の
避
難
行
動
や

救
助
活
動
、
被
災
地
域
の
復
旧
・復
興
の
大
き
な
支
障
と
な
っ
て
い
る
。

〇
令
和
元
年
度
以
降
、
個
別
補
助

「事
業
間
連
携
砂
防
等
事
業
」を

創
設
し
、
防
災
上
重
要
性
の
高
い

道
路
の
う
ち
土
砂
災
害
に
よ
っ
て

寸
断
の
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
へ
の

対
策
を
重
点
的
に
支
援
し
て
き
た
が
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
の
保
全
に
つ
い

て
は
当
該
事
業
の
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
。

道
路
等
の
重
要
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
や
シ
ス
テ
ム
の
急
所
と
な
る
上
下
水
道
等
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
を
保
全
す
る
事
前
防
災
と
し
て
の
ハ
ー
ド
対
策
を
推
進

新
た
な
制
度
に
よ
る
対
応

国
道
24
9号
を
寸
断
し
た
地
す
べ
り
災
害

被
災
範
囲

輪
島
市
大
野
町

国
道
24
9号

【
被
災
状
況
】

・
人
家
2
戸
、
国
道
0
.3
km

【
保
全
対
象
】

・
人
家
5
戸
、
国
道
2
4
9
号

浄
水
場
を
機
能
停
止
に
し
た
河
道
閉
塞

大
谷
浄
水
場

珠
洲
市
大
谷
町

本
来
の
流
路

〇
令
和
７
年
度
よ
り
、
「
事
業
間
連
携
砂
防
等
事
業
」
を
拡
充
し
、
機
能
が
失
わ
れ
る

と
広
範
囲
か
つ
長
期
的
に
影
響
が
及
ぶ
シ
ス
テ
ム
の
急
所
と
な
る
上
下
水
道
施
設

の
う
ち
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
に
位
置
す
る
施
設
の
耐
震
化
や
急
傾
斜
地
崩
壊
対

策
に
係
る
事
業
と
連
携
し
て
実
施
す
る
土
砂
災
害
対
策
に
つ
い
て
、
新
た
に
当
該
事

業
の
対
象
と
す
る
。

上
下
水
道
の
シ
ス
テ
ム
の
急
所
と
な
る
施
設
を
保
全
す
る
土
砂
災
害
対
策
の
イ
メ
ー
ジ

取
水
施
設

浄
水
場

配
水
池

導
水
管

送
水
管

下
水
処
理
場

ポ
ン
プ
場
※

※
 下
水
処
理
場
直
前
の
ポ
ン
プ
場
は
急
所
施
設

上
下
水
道
の

急
所
施
設

①
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内

の
上
下
水
道
施
設
に
お
け
る

耐
震
化
や
急
傾
斜
地
崩
壊

対
策
に
係
る
事
業
と
連
携
し

て
、
事
業
間
連
携
計
画
を
作

成

重
要
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
保
全
対
策

②
事
業
間
連
携
計
画
に
基

づ
き
、
概
ね
5
年
以
内
で
完

了
す
る
土
砂
災
害
対
策
（
砂

防
堰
堤
の
整
備
等
）
を
実
施

事
業
間
連
携
砂
防
等
事
業
（道
路
保
全
）

の
事
例
（長
野
県
白
馬
村
）

保
全
対
象
人
家
57
戸

JR
大
糸
線
、
国
道
14
8

号

道
路
防
災
事
業

（擁
壁
工
）

令
和
７
年
度
政
府
案
：
2
8
2
億
円
の
内
数

事
業
間
連
携
砂
防
等
事
業
に
お
け
る
対
象
事
業
の
拡
充
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○
能
登
半
島
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
上
下
水
道
施
設
の
う
ち
、
機
能
が
失
わ
れ
る
と
広
範
囲
か
つ
長
期
的
に
影
響
が
及
ぶ
上
下
水
道
シ
ス

テ
ム
の
急
所
と
な
る
基
幹
施
設
（
急
所
施
設
）
に
つ
い
て
、
計
画
的
・集
中
的
な
耐
震
化
を
進
め
る
た
め
、
個
別
補
助
事
業
を
創
設
。

上
下
水
道
シ
ス
テ
ム
の
急
所
施
設
の
耐
震
化
に
係
る
個
別
補
助
事
業
の
創
設

令
和
７
年
度
政
府
案
：
1
1
0
億
円

下
水

処
理
場

P

取
水

施
設

ポ
ン
プ
場

P

配
水
池

河
川

送 水 管

下
水
道
管
路

浄
水

施
設

（
イ
メ
ー
ジ
）

上
下
水
道
シ
ス
テ
ム
の
急
所
施
設
の
耐
震
化

に
係
る
個
別
補
助
事
業
の
創
設

【従
前
】

上
下
水
道
の
広
域
化
や
各
施
設
の
耐
震
化
等
を
交
付
金
で
支
援

【
今
回
】

上
下
水
道
シ
ス
テ
ム
の
急
所
施
設
の
耐
震
化
を
集
中
的
に
支
援
す
る

個
別
補
助
事
業
（
水
道
基
幹
施
設
耐
震
化
事
業
、
下
水
道
基
幹
施
設

耐
震
化
事
業
）
を
創
設

○
補
助
対
象
事
業

・
水
道
に
つ
い
て
は
、
取
水
施
設
、
導
水
施
設
、
浄
水
施
設
、
送
水
施
設
、
配
水

池
（
緊
急
遮
断
弁
の
設
置
を
含
む
）
を
耐
震
化
す
る
事
業

・
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
下
水
処
理
場
、
下
水
処
理
場
直
前
の
合
流
地
点
以
降
の

ポ
ン
プ
場
及
び
管
路
を
耐
震
化
す
る
事
業

○
補
助
要
件

・
「
上
下
水
道
耐
震
化
計
画
」
を
策
定
し
て
い
る
こ
と

・
全
体
事
業
費
が
５
億
円
以
上
で
あ
り
、
事
業
完
了
ま
で
に
要
す
る
期
間
が
概
ね

５
年
以
内
で
あ
る
こ
と

・
「
資
本
単
価
要
件
」
又
は
「
加
速
要
件
」
を
満
た
す
こ
と
（
水
道
の
み
）

○
補
助
率

・
水
道
は
原
則
1
/3
、
下
水
道
は
原
則
1
/2
（
下
水
道
法
施
行
令
に
規
定
す
る
補

助
率
）

水
道
の
急
所
施
設

下
水
道
の
急
所
施
設

※
こ
の
ほ
か
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
及
び
令
和
７
年
度
予
算
を
通
じ
て
、
急
所
施
設
や
重
要
管
路
の
耐
震
化
を
進
め
る
た
め
、
水
道
に
つ
い
て
耐
震
化
の
取
組
を
加
速
す
る
自
治
体
を
補
助
対
象
に
加
え
る

な
ど
補
助
対
象
自
治
体
・
施
設
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
の
代
替
性
・
多
重
性
を
確
保
す
る
た
め
、
可
搬
式
浄
水
施
設
・
給
水
車
の
整
備
や
浄
水
場
・
処
理
場
の
防
災
拠
点
化
を
補
助
対
象
に
追
加
。

新
規

― 13 ―

―  ―0123456789



抑
制
工

○
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
は
、
多
数
の
地
す
べ
り
災
害
が
発
生
し
各
所
で
甚
大
な
被
害
が
生
じ
た
た
め
、
国
直
轄
の
災
害
関
連
緊
急
事
業
に
よ

る
応
急
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

○
地
す
べ
り
災
害
箇
所
に
お
い
て
、
今
後
の
豪
雨
や
地
震
に
よ
り
再
び
地
す
べ
り
被
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
災
害
関
連
緊
急
事
業
に
引
き
続
き
、
短
期

 
的
・集
中
的
に
地
す
べ
り
対
策
工
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
直
轄
特
定
緊
急
地
す
べ
り
対
策
事
業
を
創
設
す
る
。

被
災
範
囲

曽
々
木
川

輪
島
市
曽
々
木
町

国
道

24
9号

【
被
災
状
況
】

・
人
的
・
家
屋
被
害
な
し

【
保
全
対
象
】

・
人
家

47
戸
、
国
道

24
9号

○
災
害
関
連
緊
急
事
業
で
は
当
面
の
対
策
と
し
て
、

拡
大
崩
壊
に
よ
る
保
全
対
象
へ
の
被
災
防
止
を
目
的

に
、
崩
壊
斜
面
の
風
化
防
止
対
策
と
す
べ
り
残
り
の

土
塊
の
移
動
抑
制
の
た
め
の
抑
制
工
を
最
優
先
と
し

て
実
施
す
る
。

○
災
害
関
連
緊
急
事
業
は
当
面
の
応
急
対
策
で
あ
り
、

再
度
災
害
防
止
を
図
る
た
め
に
は
、
短
期
的
・集
中
的

な
追
加
の
施
設
整
備
が
必
要
。

○
発
災
後
の
再
度
災
害
防
止
対
策
を
実
施
す
る
上
で
、

直
轄
の
地
す
べ
り
対
策
に
つ
い
て
は
現
行
制
度
で

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

発
災

直
後

（
災

害
復

旧
・
改

良
復

旧
）

発
災

後
（

再
度

災
害

防
止

）

発
災
直
後
の
危
険
な
状
況
に
緊
急
に
対
処
す
る
た

め
の
施
設
整
備
等
を
実
施
す
る
も
の

左
記
の
対
策
に
引
き
続
き
、
再
度
災
害
防
止
を
図
る
た
め
短

期
的
・
集
中
的
に
施
設
整
備
を
実
施
す
る
も
の

直 轄
砂

防
○
砂
防
災
害
関
連
緊
急
事
業

○
特
定
緊
急
砂
防
事
業

地
す

べ
り

○
地
す
べ
り
対
策
災
害
関
連
緊
急
事
業

制
度

な
し

⇒
 特

定
緊

急
地

す
べ

り
対

策
事

業
の

創
設

が
必

要
（

R
７

～
）

補 助
砂

防
○
災
害
関
連
緊
急
砂
防
事
業

○
砂
防
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業

○
火
山
砂
防
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業

○
特
定
緊
急
砂
防
事
業

地
す

べ
り

○
災
害
関
連
緊
急
地
す
べ
り
対
策
事
業

○
地
す
べ
り
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業

○
特
定
緊
急
地
す
べ
り
対
策
事
業

■
国
道

2
4
9
号
沿
岸
部
で
発
生
し
た
大
規

模
な
地
す
べ
り
災
害
（
直
轄
地
す
べ
り
対
策

災
害
関
連
緊
急
事
業
実
施
箇
所
）

■
土
砂
災
害
発
災
後
の
事
業
メ
ニ
ュ
ー

○
災
害
関
連
緊
急
事
業
で
は
応
急
安
全
度
を
確
保
で
き
な
い
地
す

べ
り
対
策
箇
所
に
お
い
て
、
国
直
轄
に
よ
る
地
す
べ
り
の
再
度
災
害

防
止
対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
、
新
た
に
直
轄
特
定
緊
急
地
す
べ
り

対
策
事
業
を
創
設
す
る
。

排
水
ト
ン
ネ
ル
工

集
水
井
工

杭
工
な
ど

■
地
す
べ
り
対
策
の
主
な
工
法

横
ボ
ー
リ
ン
グ
工

地
す

べ
り

対
策

の
事

業
メ

ニ
ュ

ー
地

す
べ

り
対

策
災

害
関

連
緊

急
事

業
直

轄
特

定
緊

急
地

す
べ

り
対

策
事

業

対
策
に
お
け
る

基
本
的
な
考
え
方

当
該
年
発
災
の
風
水
害
、
震
災
等

に
よ
り
地
す
べ
り
現
象
が
活
発
と
な
り
、

危
険
度
が
増
し
、
経
済
上
、
民
生
安

定
上
放
置
し
難
い
場
合
で
緊
急
的

に
施
工
を
必
要
と
す
る
地
す
べ
り
防

止
工
事

災
害
関
連
緊
急
事
業
と
一
体
的
な
計
画

に
基
づ
き
、
地
す
べ
り
被
害
が
発
生
し
た
ブ

ロ
ッ
ク
の
み
で
な
く、
周
辺
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
影
響

を
加
味
し
た
地
域
一
体
的
な
施
工
を
必
要

と
す
る
地
す
べ
り
防
止
工
事
（
お
お
む
ね
5

年
以
内
）

一
般
的
な
地
す
べ
り

対
策
工
法

抑
制

工
（
崩
壊
斜
面
上
に
残
存
し
て
い
る
不

安
定
土
砂
の
排
土
工
、

横
ボ
ー
リ
ン
グ
等
に
よ
る
地
下
水
排

除
工
な
ど
）

抑
制

工
（
排
土
工
、
横
ボ
ー
リ
ン
グ
+
集

水
井
等
に
よ
る
地
下
水
排
除
工
）

抑
止

工
（
杭
工
、
ア
ン
カ
ー
工
等
）

排
土
工

災
関

特
緊

道
道

道
道

抑
制
工
が
中
心

抑
制
工
に
引
き
続
き
、
抑
止
工

を
実
施

抑
制
工

抑
制
工

抑
止
工

抑
制
工

抑
制
工

抑
止
工

背
景
・
課
題

新
た
な
制
度
に
よ
る
対
応

直
轄

特
定

緊
急

地
す

べ
り

対
策

事
業

の
創

設
令
和
７
年
度
政
府
案
：
４
億
円
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災
害
応
急
対
策
移
動
施
設
の
導
入
費
用

○
能
登
半
島
地
震
で
は
、
容
易
に
移
動
で
き
、
か
つ
機
動
的
に
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
る
コ
ン
テ
ナ
等
の
災
害
応

急
対
策
移
動
施
設
が
多
く
活
用
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
の
設
置
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る

○
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
設
置
工
事
の
費
用
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
災
害
応
急
対
策
移
動
施
設
の
設
置
促

進
の
た
め
、
そ
の
導
入
等
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
、
無
利
子
貸
付
制
度
を
創
設
す
る

【
制
度
の
概
要
】

【
事
業
ス
キ
ー
ム
（
イ
メ
ー
ジ
）
】

【
事
業
費
イ
メ
ー
ジ
】

災
害
応
急
対
策
移
動
施
設
の
導
入
費
用

（民
間
整
備
）

（地
公
体
整
備
）

国
の
貸
付

国
の
貸
付

地
公
体
の
貸
付

地
公
体
の
貸
付

国

地
方
公
共
団
体

施
設
の
導
入
者④ 貸 付

② 申 請 ① 申 請

③ 貸 付

⑥ 償 還 ⑤ 償 還

占
用
許
可
を
受
け
て
災
害
応
急
対
策
移
動
施
設
を
自
動
車
駐

車
場
内
に
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
に
お
い
て
必
要
と
な
る
当
該
施

設
の
設
置
に
係
る
費
用
の
一
部
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
を

通
じ
て
国
が
無
利
子
貸
付

○
貸
付
対
象
者
：
占
用
許
可
を
受
け
て
当
該
施
設
を
設
置
す
る
者

（
民
間
事
業
者
、
地
方
公
共
団
体
）

○
貸
付
対
象
：
災
害
応
急
対
策
移
動
施
設
の
導
入
費
用

（
施
設
購
入
費
・
設
置
工
事
費
）

○
償
還
期
間
等
：
２
０
年
以
内
（う
ち
５
年
以
内
据
置
）

 
 均
等
半
年
賦
償
還

民
間
事
業
者
負
担

1/
2以
内

1/
4以
内

1/
2以
内

（道
路
管
理
者
） （道

路
管
理
者
）

（
道
路
管
理
者
）

地
公
体
（占
用
者
）

の
負
担
は
無
し

災
害
応
急
対
策
移
動
施
設
導
入
に
係
る
無
利
子
貸
付
制
度
の
創
設

令
和
７
年
度
政
府
案
：
０
．
２
億
円

新
規

― 15 ―

―  ―0123456789



令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
、
緊
急
輸
送
道
路
で
あ
る
能
越
自
動
車
道
の
盛
土
区
間
に
お
い
て
大
規
模
崩
壊
が
多
数
発
生
し
、

人
員
・
物
資
輸
送
に
影
響
が
生
じ
た
こ
と
を
う
け
策
定
さ
れ
た
、
盛
土
の
り
面
の
点
検
要
領
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
点
検
の
結
果
に
よ
り

行
う
防
災
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
個
別
補
助
事
業
を
創
設
し
、
計
画
的
か
つ
集
中
的
に
支
援
を
実
施
。

制
度
の
概
要

補
助
対
象

緊
急
輸
送
道
路
を
対
象
に
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
策
定
さ
れ
た
盛
土
の
り
面
の
点
検
要
領
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
点

検
の
結
果
に
よ
り
行
う
防
災
対
策
事
業
。

事
業
要
件

以
下
の
い
ず
れ
の
条
件
に
も
該
当
す
る
箇
所
に
お
い
て
、

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
た
盛
土
の
り
面
の
点
検

要
領
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
防
災
対
策
事
業
。

１
）
緊
急
輸
送
道
路

２
）
盛
土
の
り
尻
か
ら
測
っ
た
盛
土
高
が
、
お
お
む
ね

１
０
ｍ
以
上
の
盛
土

３
）
地
山
傾
斜
地
等
の
水
の
集
ま
り
や
す
い
地
形
条
件
に

造
成
さ
れ
た
盛
土

補
助
率

■
現
行
法
令
に
規
定
す
る
補
助
率

・
補
助
国
道
、
都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道
の
修
繕

・
・
・
５
．
５
／
１
０

（
こ
れ
に
加
え
、
地
域
の
財
政
力
に
応
じ
た
嵩
上
げ
が
可
能
）

事
業
の
イ
メ
ー
ジ

対
象
箇
所
イ
メ
ー
ジ

対
策
イ
メ
ー
ジ

R
6
能
登
半
島
地
震
に
よ
る

盛
土
崩
壊
状
況

集
水
地
形
の
イ
メ
ー
ジ

断
面

断
面

お
お
む
ね

１
０
ｍ
以
上

道
路
盛
土
の
り
面
防
災
対
策
補
助
制
度

令
和
７
年
度
政
府
案
：
４
億
円

新
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盛
土
空
港
に
お
け
る
耐
震
対
策

○
国
・
会
社
管
理
空
港
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
耐
震
対
策
（液
状
化
対
策
）
と
し
て
、
全
国
の
空
港
の
う
ち
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
な
る
23
空
港

を
対
象
に
液
状
化
対
策
を
実
施
中
。

○
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
は
、
耐
震
対
策
（液
状
化
対
策
）が
不
要
と
さ
れ
て
い
た
能
登
空
港
に
お
い
て
、
滑
走
路
等
に
大
き
な
亀
裂
や
段
差

が
発
生
。
検
証
の
結
果
、
能
登
空
港
は
盛
土
で
造
成
さ
れ
た
空
港
で
あ
り
、
盛
土
部
分
が
揺
れ
に
よ
っ
て
沈
下
し
た
こ
と
に
よ
り
亀
裂
や
段
差
が

生
じ
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

○
こ
の
た
め
、
能
登
空
港
と
類
似
す
る
切
盛
土
で
造
成
さ
れ
た
空
港
に
つ
い
て
、
同
様
の
事
象
が
生
じ
る
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
等
、
必
要

な
対
策
を
実
施
す
る
。

令
和
７
年
度
政
府
案

：
１
３
億
円

（
参
考
）
令
和
６
年
度
補
正
予
算
：
２
億
円

切
盛
境
界
で
段
差
発
生

滑
走
路
で
最
大
1
5
c
m

着
陸
帯
に
お
い
て
最
大
7
5
c
m
の
段
差

揺
れ
に
伴
う
沈
下
範
囲

（
圧
縮
沈
下
）

段
差
等
の
発
生
範
囲

切
り
盛
り
境
の
盛
土
区
間
で
変
状
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

①
②

① ②

赤
色
部
が
盛
土

能
登
空
港

➢
揺
れ
に
よ
る
沈
下

・
地
震
に
よ
り
盛
土
箇
所
が
揺
す
ら
れ

沈
下
が
促
進
さ
れ
た
こ
と
が
原
因
で
、

盛
土
箇
所
で
沈
下
が
発
生
。

※
能
登
空
港
で
は
揺
れ
に
よ
る

沈
下
が
発
生
し
た
と
想
定
さ
れ
る

盛
土
空
港
の
被
災
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

➢
滑
り
変
位

滑
り

原
地
盤

盛
土

切
盛
境
界
の
段
差
、
ひ
び
割
れ

滑
り
変
位 崩 壊

滑
走
路
・
誘
導
路

盛
土
を
構
成
す
る
土
粒
子
の

再
配
列
に
伴
う
沈
下
（
イ
メ
ー
ジ
）

・
地
震
に
よ
り
切
土
、
盛
土
境
に
滑
り
変
位
が
生
じ
た
こ
と
が
原
因
で
、
盛
土
箇
所
で

沈
下
が
発
生
。

・
盛
土
箇
所
が
沈
下
し
た
こ
と
で
、
切
盛
境
界
で
段
差
や
ひ
び
割
れ
が
発
生
。

盛
土

揺
れ
に
よ
る
沈
下

滑
走
路
・
誘
導
路 揺
れ
に
よ
る
沈
下

被
災
後

被
災
前

新
規
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※
T
E
C
-F

O
R

C
E
（
T
e
c
h
n
ic

a
l 
E
m

e
rg

e
n
c
y
 C

o
n
tr

o
l 
F
O
R
C
E
）
：
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊

○
大
規
模
自
然
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、
迅
速
に
地
方
公
共
団
体
等
へ
の
支
援
が
行
え
る
よ
う
、
平
成

2
0
年

4
月
に

T
E
C
-F

O
R

C
E
を

創
設
し
、
本
省
災
害
対
策
本
部
長
等
の
指
揮
命
令
の
も
と
、
全
国
の
地
方
整
備
局
等
の
職
員
が
活
動
。

○
T
E
C
-F

O
R

C
E
は
、
大
規
模
な
自
然
災
害
等
に
際
し
、
被
災
自
治
体
が
行
う
被
災
状
況
の
把
握
、
被
害
の
拡
大
の
防
止
、
被
災
地
の
早
期
復

旧
等
に
対
す
る
技
術
的
な
支
援
を
円
滑
か
つ
迅
速
に
実
施
。

○
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
首
都
直
下
地
震
を
は
じ
め
、
大
規
模
自
然
災
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
中
、
令
和
６
年
４
月
に
は
隊
員
数
を
約

１
万
７
千
人
に
増
強
（
創
設
当
初
約

2
,5

0
0
人
）
。
ド
ロ
ー
ン
等
の

IC
T
 技
術
の
活
用
や
、
装
備
品
等
の
増
強
な
ど
、
体
制
・機

能
を
拡
充
・

強
化
。

【
 令

和
元
年
東
日
本
台
風

】
（
長
野
県
長
野
市
上
空
）

【
平
成

2
7
年

5
月

 口
永
良
部
島
の
火
山
活
動

】
（
鹿
児
島
県
屋
久
島
町
）

➢
市
町
村
へ
の
リ
エ
ゾ
ン
派
遣

➢
被
災
状
況
の
把
握

➢
災
害
対
策
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
被
災
状
況
調
査

災
害
対
策
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

「
ほ
く
り
く
号
」

「
ほ
く
り
く
号
」
に
よ
る
千
曲
川
上
空
の
浸
水
調
査

【
令
和
2
年
7
月
豪
雨

】
（
熊
本
県
五
木
村
）

➢
自
治
体
へ
の
技
術
的
助
言

➢
排
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
緊
急
排
水

【
令
和

3
年

7
月

1
日
か
ら
の
大
雨

】
（
島
根
県
飯
南
町
）

➢
捜
索
活
動
へ
の
技
術
的
助
言

【
 平

成
2
8
年

4
月

 熊
本
地
震

】
（
熊
本
県
南
阿
蘇
村
）

【
 令

和
4
年

8
月
の
大
雨

】
（
山
形
県
米
沢
市
）

➢
被
災
映
像
の
共
有

【
平
成

3
0
年

7
月
豪
雨
】

（
岡
山
県
倉
敷
市
真
備
町
）

【
令
和

6
年

1
月
能
登
半
島
地
震
】

（
石
川
県
か
ほ
く
市
）

➢
給
水
機
能
付
き
散
水
車
に
よ
る
給
水
支
援

緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
（
Ｔ
Ｅ
Ｃ
－
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
）
の
概
要

Ｔ
Ｅ
Ｃ
－
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
と
は

活
動
内
容

令
和
７
年
度
政
府
案
：

1
,2

0
2
億
円
の
内
数
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規
制
・
誘
導
手
法
の
活
用
に
よ
る
地
域
の
防
災
・
減
災
機
能
の
向
上

○
地
域
の
防
災
・
減
災
機
能
の
向
上
を
促
す
た
め
、
災
害
の
危
険
性
の
あ
る
一
定
の
地
域
を
住
宅
新
築
支
援
の
対
象
か
ら
原
則
除

外
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
支
援
を
、
立
地
適
正
化
計
画
や
防
災
指
針
の
策
定
等
を
適
切
に
行
っ
て
い
る
自
治
体
に
重
点
化
す
る
。

住
宅
新
築
支
援
の
見
直
し

市
街
化
調
整
区
域
か
つ
災
害
イ
エ
ロ
ー

ゾ
ー
ン
（
浸
水
想
定
高
さ
3
ｍ
以
上
の
区

域
等
）
に
つ
い
て
は
、
補
助
対
象
外
と
す
る
。

事
前
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

※
他
の
住
宅
新
築
支
援
事
業
（
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
整
備
事
業
等
）
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
、
災
害
の
危
険
性
の
あ

る
一
定
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
補
助
対
象
外
と
す
る
。

◆
立
地
適
正
化
計
画
の
評
価
・
見
直
し
を
適
切
に
行
っ
て
い
な
い
自
治
体
や
、
防
災

指
針
を
策
定
し
て
い
な
い
自
治
体
は
、
都
市
構
造
再
編
集
中
支
援
事
業
等
の
支
援

対
象
か
ら
除
外
す
る
（
経
過
措
置
：
令
和
９
年
度
ま
で
の
３
年
間
）
。

＜
立
地
適
正
化
計
画
の
５
年
後
の
評
価
状
況
＞

＜
防
災
指
針
の
作
成
割
合
＞

※
作
成
か
ら
概

ね
5
年
後
に
、
評

価
・
見
直
し
に
努

め
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

※
令
和
2
年
9
月
以
降
に
立
地

適
正
化
計
画
を
作
成
又
は
見

直
し
す
る
場
合
に
は
、
防
災
指

針
の
作
成
が
必
須
。

※
仮
に
、
平
成
3
0
年
3
月
ま
で

に
作
成
し
た
自
治
体
の
全
て
が

見
直
し
て
い
れ
ば
、
作
成
割
合

は
6
6
%
に
高
ま
っ
て
い
た
は
ず
。

（
注
）
平
成
3
0
年
3
月
ま
で
に
作
成
し
た

自
治
体
を
令
和
5
年
3
月
に
調
査

（
注
）
令
和
6
年
3
月
時
点

◆
都
市
構
造
再
編
集
中
支
援
事
業
等
に
よ
る
施
設
整
備
支
援
に
つ
い
て
、
床
上
浸
水

以
上
の
被
害
が
想
定
さ
れ
る
エ
リ
ア
で
は
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
対
策
（
土
地
の

嵩
上
げ
、
防
水
壁
の
設
置
等
）
を
要
件
化
す
る
（
経
過
措
置
：
令
和
９
年
度
ま
で
の
３
年
間
）
。

◆
自
治
体
に
お
け
る
立
地
適
正
化
計
画
・
防
災
指
針
に
基
づ
く
取
組
が
う
ま
く
機
能
し
て

い
る
か
、
災
害
リ
ス
ク
エ
リ
ア
内
で
の
開
発
許
可
・
防
災
対
策
が
適
切
に
運
用
さ
れ
て
い

る
か
等
に
つ
い
て
、
適
切
な
評
価
・
見
直
し
を
促
す
仕
組
み
（
「
ま
ち
づ
く
り
の
健
康
診

断
」
）
を
導
入
す
る
。

補
助
対
象

補
助
額

長
期
優
良
住
宅

の
新
築

1
0
0
万
円
（
建
替
前
住
宅
等
の
除
却
時
）

8
0
万
円
（
上
記
以
外
）

Z
E
H
水
準
住
宅

の
新
築

6
0
万
円
（
建
替
前
住
宅
等
の
除
却
時
）

4
0
万
円
（
上
記
以
外
）

◆
災
害
リ
ス
ク
エ
リ
ア
へ
の
市
街
地
の
拡
散
を
抑
制

す
る
た
め
、
災
害
の
危
険
性
の
あ
る
一
定
の

地
域
を
住
宅
新
築
支
援
の
対
象
か
ら
原
則

除
外
す
る
。

事
業
例
：
子
育
て
グ
リ
ー
ン
住
宅
支
援
事
業

（
一
般
会
計
、
新
築
分
）

※
令
和
７
年
度
予
算
案
：
2
5
0
億
円

（
令
和
６
年
度
補
正
予
算
：
1
,3
5
0
億
円
）
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市
町
村

①
評
価
用
レ
ポ
ー
ト
を
提
供

※
直
接
、
間
接
指
標
の
み
国
が
入
力

●
居
住
誘
導
区
域
内
人
口
割
合

●
都
市
機
能
誘
導
区
域
内
誘
導
施
設
割
合

＋
居
住
誘
導
区
域
内
人
口
密
度

＋
過
去
ト
レ
ン
ド
と
の
比
較

＜
間
接
指
標
（
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
）
＞

防
災

公
共
交
通

財
政

土
地
利
用

＜
直
接
指
標
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
指
標
）
＞

＋
一
定
の
都
市
機
能
の

都
市
機
能
誘
導
区
域
内
割
合

xx
 p

t

xx
 p

t

＋
＜
施
策
取
組
状
況
(イ
ン
プ
ッ
ト
指
標
)入
力
フ
ォ
ー
ム
＞

＜
直
接
指
標
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
指
標
）
＞

施
策
取
組
状
況

(イ
ン
プ
ッ
ト
指
標
)

＋
＜
特
殊
要
因
入
力
フ
ォ
ー
ム
＞

＜
間
接
指
標
（
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
）
＞

特
殊
要
因

②
イ
ン
プ
ッ
ト
評
価
等
を
入
力
し
、
提
出

誘
導
施
策

都
市
計
画
に
基
づ
く
施
策

そ
の
他
の
取
組

災
害
等
の
発
生

経
営
状
況
悪
化
に
よ
る
企
業
撤
退

そ
の
他

③
全
国
の
結
果
を
も
と
に
、

見
直
し
の
方
策
案
等
を
情
報
提
供

A
市

診
断
書

B
市

診
断
書

C
町

診
断
書

＜
直
接
指
標
＞

＜
間
接
指
標
＞

＜
施
策
取
組
状
況
＞

＜
特
殊
要
因
＞

誘
導
施
策
案

・
D
市
公
共
交
通
軸
沿
線
へ
の
立
地
補
助

・
E
町
子
育
て
支
援
施
設
の
整
備

都
市
計
画
に
基
づ
く
施
策
案

・
B
市

居
住
調
整
地
域
の
指
定

【
イ
メ
ー
ジ
】

・ ・ ・

国

ア
ウ
ト
プ
ット
指
標
及
び
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
の

全
国
標
準
的
な
デ
ー
タ
整
備

新
技
術
等
も
活
用
し
た

デ
ー
タ
整
理
方
策
を
検
討

デ
ー
タ
を
蓄
積
し
た
上
で

効
果
的
な
見
直
し
の
方
策
に
係
る
事
例
分
析

○
立
地
適
正
化
計
画
の
見
直
し
（
評
価
と
必
要
に
応
じ
た
変
更
）
の
取
組
主
体
は
引
き
続
き
市
町
村
が
担
う

一
方
、
国
、
都
道
府
県
も
以
下
の
よ
う
に
連
携
し
協
力
を
行
う
。
⇒

一
連
の
取
組
を
、
『
ま
ち
づ
く
り
の
健
康
診
断
』
と
し
て
体
系
化

・
国
は
ま
ち
づ
く
り
の
健
康
診
断
の
実
施
に
あ
た
り
、
基
礎
的
な
デ
ー
タ
・
直
接
指
標
・
間
接
指
標
を
記
載
し
た
評
価
用
レ
ポ
ー
ト
を
整
備
し
市
町
村
へ
提
供

・
市
町
村
は
、
評
価
用
レ
ポ
ー
ト
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
施
策
取
組
状
況
（
イ
ン
プ
ッ
ト
評
価
等
）
や
特
殊
要
因
を
入
力
し
、
都
道
府
県
、
国
へ
送
付

・
国
は
市
町
村
か
ら
受
領
し
た
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
都
市
特
性
等
に
応
じ
た
見
直
し
の
方
策
案
等
を
市
町
村
等
へ
提
示

・
都
道
府
県
は
ま
ち
づ
く
り
の
健
康
診
断
を
広
域
的
な
視
点
か
ら
確
認
し
、
広
域
連
携
の
必
要
性
や
周
辺
市
町
村
に
関
す
る
情
報
提
供
を
可
能
な
範
囲
で
実
施

広
域
な
視
点
に
た
っ
た
追
加
分
析

広
域
連
携
や
周
辺
市
町
村
に
関
す
る
情
報
提
供
・働
き
か
け

各
種
資
料
の
と
り
ま
と
め
、
送
付

都
道
府
県

健
康
診
断
に
基
づ
く

立
地
適
正
化
計
画
の

見
直
し

健
康
診
断
に
基
づ
く

政
策
の

見
直
し

※
施
策
取
組
状
況
、
特
殊
要
因
を
市
町
村
が
入
力

※
あ
く
ま
で
案
の
提
示
で
あ
り

施
策
実
施
を
強
制
す
る
も
の
で
は
な
い

xx
 p

t

xx
 p

t
xx

 p
t

xx
 p

t

＜
市
町
村
基
礎
情
報
＞

＜
市
町
村
基
礎
情
報
＞

「ま
ち
づ
く
り
の
健
康
診
断
」の
概
要
イ
メ
ー
ジ

第
7
回
立
地
適
正
化
計
画
の
実
効
性
の
向
上

に
向
け
た
あ
り
方
検
討
会
資
料
（
令
和
6
年

1
1
月
2
7
日
）
か
ら
抜
粋
・
一
部
改
変
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・

○
令
和
６
年
７
月
、
大
和
川
流
域
で
全
国
初
の
貯
留
機
能
保
全
区
域
の
指
定
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
特
定
都
市
河
川

に
お
け
る
流
域
の
取
組
は
、
今
後
よ
り
一
層
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
。

○
流
域
治
水
の
更
な
る
推
進
を
図
る
た
め
、
流
域
関
係
者
に
よ
る
対
策
の
進
捗
状
況
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
流
域
水
害

対
策
計
画
の
実
効
性
を
高
め
る
取
組
に
支
援
す
る
。

・
令
和
６
年
７
月
に
、
奈
良
県
が
大
和
川
流
域
に
お
い
て
、
全
国
で

初
め
て
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
に
基
づ
く
貯
留
機
能

保
全
区
域
を
指
定
。

・
流
域
の
被
害
最
小
化
に
向
け
て
は
、
河
川
整
備
の
加
速
化
に
加
え
、

低
平
地
の
開
発
抑
制
に
よ
る
被
害
対
象
の
減
少

対
象
沿
川
の
土
地
が
有
す
る
保
水
・
遊
水
機
能
を
保
全
・
活
用

し
た
流
域
に
お
け
る
対
策
の
推
進

な
ど
、
流
域
の
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
を
全
国
で
推
進
す

る
こ
と
が
重
要
。

・
一
方
で
、
流
域
の
関
係
者
の
更
な
る
取
組
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、

流
域
水
害
対
策
計
画
に
基
づ
く
取
組
の
実
効
性
を
高
め
る
こ
と

が
必
要
。

・
流
域
水
害
対
策
計
画
に
基
づ
く
取
組
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、

計
画
策
定
後
、
目
標
達
成
に
向
け
た
対
策
の
具
体
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
流
域
関
係
者
に
よ
る
対
策
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
た
取
組
の

不
断
の
見
直
し
・
改
善
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
取

組
に
対
し
て
新
た
な
支
援
を
実
施
。

＜
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
に
基
づ
く
対
策
実
施
の
流
れ
＞

背
景
・課
題

新
た
な
制
度
に
よ
る
対
応

流
域
水
害
対
策
計

画
の
策
定

（特
定
都
市
河
川
浸
水
被

害
対
策
推
進
事
業
）

各
主
体
に
よ
る

流
域
対
策
の
実
施

（特
定
都
市
河
川
浸
水
被

害
対
策
推
進
事
業
等
）

流
域
水
害
対
策
計
画
の
目
標
達
成
の

た
め
の
対
策
の
具
体
化

新
規
支
援

こ
れ
ま
で
の
取
組

新
た
な
支
援

・
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
推
進
事
業
に
よ
り
、
流
域
水
害
対
策

計
画
の
策
定
や
河
川
整
備
、
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
整
備
等
の
流
域

対
策
に
対
し
て
支
援
。

貯
留
機
能
保
全
区
域
の
記
念
碑

（
奈
良
県
川
西
町
）

R
6.
7
.3
0 
奈
良
県
知
事
定
例
記
者
会
見

（
左
）
川
西
町
長

（
右
）
田
原
本
町
長

（
中
）
奈
良
県
知
事

特
定
都
市
河
川
制
度
の
活
用
に
よ
る
治
水
対
策
の
推
進

令
和
７
年
度
政
府
案
：
1
8
6
億
円
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流
域
水
害
対
策
計
画
の
策
定

流
域
水
害
対
策
計
画
に
基
づ
く
対
策
の
実
施

河
川
管
理
者

河
川
の
整
備

地
方
公
共
団
体
、
民
間
事
業
者
等

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
整
備
等

そ
の
他
流
域
全
体
で
の
取
組

流
域
水
害
対
策
計
画
の
目
標
達
成

の
た
め
の
対
策
の
具
体
化

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
整
備

二
線
堤
の
整
備

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
整
備

排
水
施
設
の
整
備

貯
留
機
能
保
全
区
域
・
浸
水
被
害
防
止
区
域
の
指
定

宅
地
嵩
上
げ
等

※
支
援
対
象
者
を
赤
字
で
記
載
-

都
道
府
県

都
道
府
県

地
方
公
共
団
体
又
は
民
間
事
業
者
等

地
方
公
共
団
体
又
は

民
間
事
業
者
等

地
方
公
共
団
体

都
道
府
県

拡
充
対
象
支
援
内
容

▷
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
整
備

促
進
の
た
め
の
調
査
・
検
討

（
地
方
公
共
団
体
）

▷
浸
水
被
害
防
止
区
域
、
災
害
危
険

区
域
等
指
定
の
た
め
の
調
査
・
検
討

（
地
方
公
共
団
体
）

▷
貯
留
機
能
保
全
区
域
の
指
定
促
進

の
た
め
の
調
査
・
検
討

（
地
方
公
共
団
体
）

▷
流
域
対
策
と
併
せ
て
実
施
す
る

こ
と
が
効
果
的
な
「
被
害
の
軽

減
、
早
期
復
旧
・
復
興
の
た
め

の
対
策
」

（
地
方
公
共
団
体
）

※
左
記
の
調
査
・
検
討
と
セ
ッ
ト
で
活
用
す

る
場
合
に
限
る

※
流
域
水
害
対
策
計
画
策
定
後
５
年
以
内
に
具
体
的
な
流

域
対
策
の
実
施
に
向
け
て
関
係
者
と
の
協
議
が
完
了
す

る
と
想
定
さ
れ
る
者
に
限
り
、
そ
の
間
の
調
整
に
必
要
な

経
費
に
つ
い
て
支
援
す
る

※
た
だ
し
、
既
に
計
画
策
定
済
み
の
流
域
に
お
い
て
は
、
R
7

年
度
か
ら
概
ね
５
年
間
と
す
る

（
参
考
）
貯
留
機
能
保
全
区
域
の
指
定
等
に
向
け
た
支
援
内
容
の
具
体
例
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○
上
下
水
道
一
体
に
よ
る
効
率
化
・
基
盤
強
化
を
進
め
る
た
め
、
上
下
水
道
一
体
で
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
P
P
P
の
導
入
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
上

下
水
道
で
共
通
す
る
重
要
課
題
（
人
口
減
少
、
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
、
地
震
対
策
等
）
の
解
決
に
向
け
た
実
証
事
業
を
実
施
。

上
下
水
道
一
体
で
の
事
業
の
推
進

令
和
７
年
度
政
府
案
：
6
4
億
円

地
方
公
共
団
体

民
間
企
業

維
持
管
理
・更

新
を

上
下
水
道
一
体
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

※
ウ
ォ
ー
タ
ー
P
P
P
：
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
効
果
が
期
待

で
き
る
官
民
連
携
方
式

上
下
水
道
一
体
で
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
P
P
P

（
官
民
連
携
）
の
導
入
等
の
推
進

上
下
水
道
の
共
通
課
題
の

解
決
に
向
け
た
実
証
事
業
の
実
施

◆
上
下
水
道
一
体
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
P
P
P
に
よ
り
、
上
下
水
道
に
共

通
す
る
執
行
体
制
等
の
課
題
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、
共
通
費

用
の
縮
減
等
に
よ
る
効
率
的
な
事
業
運
営
を
実
現
す
る
。

◆
上
下
水
道
で
共
通
す
る
重
要
課
題
（
人
口
減
少
、
イ
ン
フ
ラ

老
朽
化
、
地
震
対
策
等
）
の
解
決
の
た
め
に
、
新
技
術
の
実

証
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
化
を
進
め
、
全
国
で
の
導
入
促
進
を
図
る
。

（
テ
ー
マ
例
）

令
和
６
年
度
補
正
予
算
で
創
設
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気
象
庁
の
機
能
強
化
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
政
府
案
：
5
5
8
億
円

令
和
７
年
度
当
初
予
算
の
概
要

〇
気
象
庁
は
、
自
然
災
害
が
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
中
、
気
象
研
究
予
算
を
倍
増
（
1
6
億
円
（
＋
8
億
円
）
）
し
、
防
災
気
象
情
報
の
予
測

精
度
向
上
に
取
り
組
む
な
ど
、
令
和
７
年
度
当
初
予
算
と
し
て
5
5
8
億
円
（
＋
9
億
円
）
を
計
上
。

○
令
和
６
年
度
補
正
予
算
（
4
5
1
億
円
）
に
引
き
続
き
、
防
災
気
象
情
報
の
予
測
精
度
向
上
の
た
め
、
気
象
庁
の
機
能
強
化
を
推
進
。

主
な
研
究
テ
ー
マ

•
線
状
降
水
帯
等
の
顕
著
な
気
象
現
象
は
台
風
の
影
響
が
大
き
い
た
め
、
無
人

観
測
機
器
や
航
空
機
等
の
活
用
に
よ
り
、
台
風
の
発
達
等
に
関
連
す
る
海
面

か
ら
の
水
蒸
気
に
係
る
観
測
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
デ
ー
タ
の
解
析
を
推
進
。

•
線
状
降
水
帯
の
発
生
か
ら
発
達
・
維
持
・
衰
弱
に
至
る
一
連
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
解
明
が
進
む
こ
と
で
、
線
状
降
水
帯
の
予
測
精
度
が
向
上
す
る
ほ
か
、
台

風
近
傍
に
お
け
る
観
測
デ
ー
タ
か
ら
、
台
風
の
強
度
等
の
推
定
精
度
が
向
上
。

「
線
状
降
水
帯
・
台
風
等
の
予
測
精
度
向
上
に
向
け
た
観
測
デ
ー
タ
収
集
・
解
析
の
強
化
」

気
象
庁
の
機
能
強
化

•
気
象
研
究
に
係
る
予
算
の
倍
増
な
ど
に
よ
り
、
将
来
的
な
ダ
ム
の
事
前
放
流
開
始
の
前
倒
し
（
3
日
前
→
5
日
前
）
に
よ
る
放
流
量
の
増

量
（
八
ッ
場
ダ
ム
＋
1
0
個
分
程
度
）
に
も
つ
な
が
る
、
線
状
降
水
帯
・
台
風
な
ど
の
顕
著
な
気
象
現
象
の
予
測
精
度
向
上
の
た
め
の
研

究
を
推
進
。

•
こ
れ
ら
研
究
予
算
の
重
点
化
な
ど
に
よ
り
、
将
来
的
な
ダ
ム
の
事
前
放
流
に
係
る
運
用
の
一
層
の
高
度
化
を
図
る
な
ど
、
気
象
庁
の
機
能

強
化
に
よ
り
、
国
民
の
迅
速
な
避
難
行
動
等
な
ど
の
安
心
・
安
全
に
貢
献
。
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マ
ン
シ
ョ
ン
の
老
朽
化
対
策
の
推
進

○
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
物
と
区
分
所
有
者
の
「
２
つ
の
老
い
」
の
進
行
に
対
応
す
る
た
め
、
マ
ン
シ
ョ
ン
法
等
の
改
正
も
見
据
え
て
、

①
マ
ン
シ
ョ
ン
の
長
寿
命
化
等
に
向
け
た
先
導
的
な
取
組
へ
の
支
援
の
強
化
、

②
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
先
導
的
な
老
朽
マ
ン
シ
ョ
ン
対
策
へ
の
支
援
、

を
行
う
事
業
（
マ
ン
シ
ョ
ン
総
合
対
策
モ
デ
ル
事
業
）
を
創
設
す
る
。

令
和
７
年
度
政
府
案
：

2
7
億
円

・
  
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
物
と
区
分
所
有
者
の
「
２
つ
の
老
い
」

の
進
行
に
よ
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
不
全
化
が
進
み
、

都
市
環
境
へ
の
悪
影
響
が
拡
大
す
る
こ
と
が
懸
念
。

・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
・
再
生
の
円
滑
化
等
を
図
る
た
め
、

マ
ン
シ
ョ
ン
法
等
の
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

②
老
朽
マ
ン
シ
ョ
ン
対
策
の
推
進

・
 
マ
ン
シ
ョ
ン
法
等
の
改
正
も
見
据
え
、
実
態
調
査
、
専
門
家
派

遣
、
管
理
不
全
マ
ン
シ
ョ
ン
の
効
果
的
な
再
生
事
業
な
ど
、
地

方
公
共
団
体
に
お
け
る
先
導
的
な
老
朽
マ
ン
シ
ョ
ン
対
策
を

支
援
し
、
普
及
促
進
を
図
る
。

・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
長
寿
命
化
等
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
も
先
導
的
な

工
事
等
を
支
援
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
加
え
て
、
超
長
期
で

の
修
繕
計
画
の
検
討
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
に
お
け
る
先
導
的
な
調

査
検
討
へ
の
支
援
を
強
化
し
、
更
な
る
普
及
促
進
を
図
る
。

マ
ン
シ
ョ
ン
を
取
り
巻
く
現
状

①
マ
ン
シ
ョ
ン
の
長
寿
命
化
等
の
推
進

○
先
導
的
な
取
組
の
普
及
促
進
を
行
う
と
と
も
に
、
更
な
る
制
度
的
対
応
を
検
討
・
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
が

自
主
的
・
自
律
的
に
マ
ン
シ
ョン
の
管
理
・再

生
を
進
め
る
持
続
的
な
シ
ス
テ
ム
構
築
を
目
指
す
。

新
規
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1
8
,9

8
9
 

1
9
,0

9
0
 

1
9
,2

0
9
 

1
9
,2

9
6
 

1
9
,3

9
2
 

1
9
,4

7
6
 

4
,3

9
5
 

4
,4

2
8
 

4
,4

4
4
 

4
,4

5
7
 

4
,4

6
6
 

4
,4

7
5
 

2
3
,3

8
4
 

2
3
,5

1
8
 

2
3
,6

5
3
 

2
3
,7

5
3
 

2
3
,8

5
8
 

2
3
,9

5
1
 

1
3
,0

0
0

1
5
,0

0
0

1
7
,0

0
0

1
9
,0

0
0

2
1
,0

0
0

2
3
,0

0
0

2
5
,0

0
0

2
年
度

3
年
度

4
年
度

5
年
度

6
年
度

7
年
度

(案
）

地
方
整
備
局

北
海
道
開
発
局

定
員
数
（
人
）

＋
9
3
人

○
大
規
模
自
然
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興

や
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
Ｔ
Ｅ
Ｃ
－

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
被
災
自
治
体
へ
の
派
遣
に

加
え
、
地
域
の
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
の
取
組
の
推
進
を
図
る
観
点
か
ら
地
方

整
備
局
及
び
北
海
道
開
発
局
の
執
行
体
制

を
強
化
。

地
方
整
備
局
及
び
北
海
道
開
発
局
合
わ
せ

て
９
３
人
の
純
増
。

地
方
整
備
局

＋
８
４
人

北
海
道
開
発
局

＋
９
人

※
１

定
年

引
上

げ
に

伴
う
新

規
採

用
へ

の
影

響
を

緩
和

す
る

た
め

の
特

例
的

な
定

員
（

１
年

間
の

時
限

）
２

６
１

人
を

除
く

※
２

能
登

半
島

地
震

か
ら

の
復

旧
・
復

興
の

加
速

化
に

向
け

た
体

制
強

化
の

た
め

の
緊

急
増

員
２

３
人

を
含

む

※
1

※
2

○
大
規
模
自
然
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、
迅
速
に
自
治
体
等
へ
の

支
援
が
行
え
る
よ
う
、
平
成

2
0
年

4
月
に
Ｔ
Ｅ
Ｃ
－
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ

（
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
）
を
創
設
。

○
こ
れ
ま
で

1
5
0
の
災
害
に
対
し
て
の
べ
約

1
6
万

5
千
人
・
日
の

隊
員
を
派
遣
し
、
被
災
自
治
体
を
支
援
。

令
和

6
年

4
月
時
点
で
隊
員
数
は
約

1
万

7
千
人
。

※
TE

C
-F

O
R

C
E（

T
ec

hn
ic

al
 E

m
er

ge
nc

y 
C

on
tro

l F
O

R
C

E
）：
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊

主
な
活
動
内
容

建
設
業
者
と
連
携
し
た
道
路
の
緊
急
復
旧

（
令
和

6
年
能
登
半
島
地
震

石
川
県
輪
島
市
）

Ｔ
Ｅ
Ｃ
－
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
活
動
実
績

平
均
派
遣
隊
員
数

約
5,
70
0人

・日

平
均
派
遣
隊
員
数

約
17
,0
00
人
・
日

約
2
.9

倍

１
５
０
災
害

に
派
遣

(※
)

※
 派

遣
回

数
に

つ
い

て
は

、
リ
エ

ゾ
ン

・
JE

T
T
の

み
の

派
遣

は
除

く
。

※
 能

登
半

島
地

震
は

派
遣

終
了

の
R

6
.5

.3
1
ま

で
集

計
。

地
方
整
備
局
等
の
執
行
体
制
の
強
化

Ｔ
Ｅ
Ｃ
－
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
と
は

地
方
整
備
局
等
の
執
行
体
制
の
強
化
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1

国
際
観
光
旅
客
税
を
活
用
し
た
観
光
施
策
の
推
進

１
．
円
滑
な
出
入
国
・
通
関
等
の
環
境
整
備

2
．
地
域
で
持
続
可
能
な
観
光
業
の
確
立

３
．
地
域
の
自
然
環
境
・
文
化
財
を
活
か
し
た
付
加
価

値
の
高
い
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
出

⚫
日
本
版
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
の
シ
ス
テ
ム
設
計

✓
円
滑
か
つ
厳
格
な
入
国
審
査
を
実
現
す
る
た
め
に
、
電
子
渡
航
認

証
制
度
導
入
の
た
め
の
制
度
設
計
を
実
施

⚫
免
税
制
度
見
直
し
に
対
応
し
た
W
E
B
手
続
き
の
導
入

✓
新
免
税
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
利
便
性
向
上
や
混
雑
防
止
の

た
め
、
ス
マ
ホ
に
よ
る
免
税
手
続
を
構
築
。

⚫
空
港
に
お
け
る
F
A
S
T
T
R
A
V
E
L
の
推
進

✓
入
管
・
税
関
手
続
き
を
同
時
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
共
同
端
末
を
増
設

✓
グ
ラ
ン
ド
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
の
自
動
化
機
器
等
を
導
入

⚫
国
立
公
園
に
お
け
る
滞
在
体
験
の
魅
力
向
上

✓
廃
屋
を
撤
去
し
、
跡
地
に
ホ
テ
ル
・カ
フ
ェ
な
ど
を
整
備

✓
体
験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
等
の
滞
在
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成

⚫
収
益
性
向
上
モ
デ
ル
の
推
進

✓
高
付
加
価
値
化
を
目
指
し
つ
つ
、
年
１
回
の
ツ
ア
ー
よ
り
も
、
毎
日

催
行
で
き
る
ツ
ア
ー
な
ど
、
供
給
力
の
高
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
重
視

（
例
：
居
酒
屋
巡
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
）

✓
手
数
料
の
高
い
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
や
海
外
サ
イ
ト
経
由
の
販
売
へ
の
依

存
を
脱
し
、
地
域
の
販
売
サ
イ
ト
や
自
社
サ
イ
ト
経
由
の
販
売
増
加

を
支
援

⚫
観
光
推
進
体
制
の
強
化

✓
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
観
光
戦
略
の
策
定
、
財
源
及
び
人
材
の
持
続

可
能
な
体
制
確
保
等
を
支
援

⚫
地
域
の
魅
力
的
な
文
化
財
の
活
用
推
進
・
高
付
加
価
値
化

✓
地
域
の
魅
力
的
な
文
化
資
源
を
体
験
す
る
観
光
拠
点
整
備

✓
新
宿
御
苑
に
お
け
る
日
本
館
御
殿
の
復
元
整
備

✓
三
の
丸
尚
蔵
館
、
大
手
休
憩
所
の
整
備

✓
高
付
加
価
値
化
さ
れ
た
集
客
施
設
・宿

泊
施
設
へ
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

城
や
武
家
屋
敷
の

宿
泊
施
設
へ
の
改
修

旧
煉
瓦
製
造
施
設
の
窯
を
レ
ス
ト

ラ
ン
へ
改
修
し
つ
つ
、
施
設
全
体

を
観
光
拠
点
と
し
て
整
備

令
和
７
年
度
政
府
案

国
際
観
光
旅
客
税
4
9
0
億
円

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規
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○
地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
創
出
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
や
民
間
事
業
者
な
ど
、
地
域
の
多
様
な
主
体
が
連
携
し
た
先
導
的
な
取
組
を

支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
地
域
居
住
を
促
進
す
る
。

○
持
続
可
能
な
国
土
の
形
成
に
向
け
、
各
地
に
お
い
て
主
体
・
事
業
・
地
域
が
連
携
し
た
先
導
的
な
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
担
い
手

と
な
る
地
域
経
営
主
体
の
育
成
を
図
り
、
将
来
に
向
か
っ
て
自
立
可
能
な
事
業
を
構
築
す
る
「地

域
生
活
圏
」の
形
成
を
推
進
す
る
。

二
地
域
居
住
や
地
域
生
活
圏
の
推
進

令
和
７
年
度
政
府
案
：
0
.3
億
円

令
和
６
年
度
補
正
予
算
：
6
億
円

二
地
域
居
住

※
の
促
進

地
域
生
活
圏

※
の
形
成

◆
二
地
域
居
住
等
の
促
進
に
向
け
て
、
民
間
事
業
者
や
自
治

体
等
に
よ
る
、
中
長
期
的
な
課
題
の
解
決
に
資
す
る
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
一
体
的
な
実
証
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
を
支
援
。

◆
①
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
「
主
体
の
連
携
」、
②
分
野

の
垣
根
を
超
え
た
「事
業
の
連
携
」、
③
行
政
区
域
に
と
ら
わ

れ
な
い
「
地
域
の
連
携
」
を
行
う
先
導
的
な
取
組
に
つ
い
て
、

実
施
体
制
の
構
築
か
ら
仕
組
み
の
検
討
、
事
業
の
実
施
ま

で
を
一
体
的
に
支
援
。

＜
取
組
の
内
容
例
＞

➢
自
治
体
等
に
よ
る
二
地
域
居
住
者
へ
の
証
明

➢
住
ま
い
の
滞
在
費
や
地
域
間
の
移
動
に
伴
う
長
距
離
交
通
費
の
定
額
化
・低

廉
化

➢
保
育
園
、
学
校
等
に
関
す
る
子
育
て
・
教
育
環
境
の
整
備

➢
空
き
家
の
改
修
や
テ
レ
ワ
ー
ク
拠
点
施
設
等
の
整
備

等

地
域
間
の
移
動
費
の
サ
ブ
ス
ク

空
き
家
の
改
修
（
お
試
し
居
住
施
設
）

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

◆
「
住
ま
い
」
「な
り
わ
い
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」に
関
す
る
ハ
ー
ド
ル
の
解

決
の
た
め
、
特
定
居
住
支
援
法
人
等
が
地
方
公
共
団
体
と

連
携
し
て
行
う
先
導
的
な
取
組
を
支
援
。

◆
全
国
二
地
域
居
住
等
促
進
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

構
築
。

※
主
な
生
活
拠
点
と
は
別
の
特
定
の
地
域
に
生
活
拠
点
を
設
け

る
暮
ら
し
方

※
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
地
域
経
営
や
デ
ジ
タ
ル
の
活
用

に
よ
る
リ
ア
ル
空
間
の
質
的
向
上
に
よ
り
、
日
常
の
暮
ら
し
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
が
持
続
的
に
提
供
さ
れ
る
圏
域
の
概
念

地
域
生
活
圏
の
形
成
に
向
け
て
の
モ
デ
ル
と
な
る
地
域

○
人
口
減
少
に
伴
う
市
場
縮
小
で
提
供
・維

持
が

難
し
くな
っ
た
生
活
サ
ー
ビ
ス
を
、
「共
助
」の
考
え

方
に
よ
り
地
元
企
業
が
提
供
す
る
取
組
が
拡
大

○
そ
れ
ら
を
行
政
が
デ
ー
タ
連
携
基
盤
で
つ
な
ぐ
こ
と

で
、
市
民
生
活
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
群
「ベ
ー
シ
ッ

ク
イ
ン
フ
ラ
」を
構
築
・実

装

○
サ
ー
ビ
ス
の
全
体
最
適
化
と
地
域
内
で
の
経
済

流
通
に
よ
る
持
続
性
向
上
、
住
民
の
W
e
ll-

b
e
in
g
の
向
上
を
目
指
す

地
域
生
活
圏
の
形
成
に
向
け
て
の
モ
デ
ル
事
例

（
香
川
県
三
豊
市
）
市
民
生
活
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
群
の
構
築

⚫
地
元
企
業
等
1
3
社
の
出
資
に
よ
る
A
Iオ
ン
デ
マ
ン

ド
交
通
に
よ
り
、
暮
ら
し
の
自
由
度
を
向
上

三
豊
市
の
基
礎
情
報

取
組
概
要

○
人
口
：
6
.1
万
人
（
R
2
国
調
）

○
香
川
県
で
２
番
目
の
広
さ

学
び
・人
材
育
成

空
き
家
活
用

⚫
地
元
企
業
が
地
域
内
の
空
き
家

を
洗
い
出
し
、
地
域
内
の
起
業

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
リ
ノ
ベ
し
て
提
供

地
域
交
通

⚫
地
元
企
業
等
1
8
社
の
出
資
で
市
民

大
学
を
設
立
し
、
社
員
研
修
等
を
担
う

⚫
観
音
寺
市
も
含
め
て
事
業
を
展
開

（
地
域
の
連
携
）

デ
ー
タ
連
携
基
盤
（
事
業
の
連
携
）

⚫
各
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
持
つ
デ
ー
タ
を
相
互
活
用

（
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
推
進
交
付
金
を
活
用
）

主
体
の
連
携

（
出
典
）
三
豊
市
等
関
係
者
提
供
資
料
を
も
と
に
国
土
交
通
省
国
土
政
策
局
作
成

二
地
域
居
住
等
・仕
事
マ
ッ
チ
ン
グ

⚫
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
が
関
係
人
口
や
地
域
住
民
・企

業
の

つ
な
が
り
を
深
め
る
関
係
案
内
所
と
し
て
機
能

三
豊
市

新
規
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人
口
減
少
と
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
が
進
む
中
、
広
域
的
な
都
市
圏
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
の
推
進
に
よ
る
地
域
社
会
の
持
続
可
能
性
の
向
上
と
、

ま
ち
づ
く
り
計
画
と
連
携
し
た
老
朽
化
対
策
(修
繕
・
更
新
、
集
約
・
複
合
化
等
)の
推
進
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
機
能
の
確
実
か
つ
効
率
的
な
確
保
を
図
る
。

ま
ち
づ
く
り
計
画
と
連
携
し
た
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策

広
域
的
な
都
市
圏
の
コ
ン
パ
ク
ト
化

ま
ち
づ
く
り
計
画
と
連
携
し
た
老
朽
化
対
策
※
の
推
進
に
よ
る

イ
ン
フ
ラ
機
能
の
確
実
か
つ
効
率
的
な
確
保

※
修
繕
・更
新
、
集
約
・複
合
化
等

成
果
の
把
握広
域
的
な
都
市
圏
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
の
推
進
に
よ
る

地
域
社
会
の
持
続
可
能
性
の
向
上

■
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
の
計
画
と
の
連
携

■
自
治
体
に
よ
る
広
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
の
作
成

優
先
順
位
に
基
づ
い
た
措
置
を
実
施

【
自
治
体
の
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
計
画
等
】

点
検
結
果
を

計
画
に
反
映

計
画

点
検

ま
ち
づ
く
り
計
画
を
踏
ま
え
た

優
先
順
位
を
設
定

修
繕
・
更
新

集
約
・複
合
化
等

【
例
】
老
朽
化
対
策
の
ト
リ
ア
ー
ジ
（
優
先
順
位
付
け
）
[富

山
市
]

広
域
の
立
地
適
正
化
の
方
針
等

市
町
村
域
を
越
え
た
広
域
の
ま
ち
づ
く
り

広
域
的
な
立
地
適
正
化
の
方
針
の
作
成

等

都
市
機
能
誘
導
区
域

生
活
サ
ー
ビ
ス
を
誘
導
す
る
エ
リ
ア
と

当
該
エ
リ
ア
に
誘
導
す
る
施
設
を
設
定

居
住
誘
導
区
域

居
住
を
誘
導
し
人
口
密
度

を
維
持
す
る
エ
リ
ア
を
設
定

連
携

■
広
域
連
携
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
に
関
す
る
K
P
I

（
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
維
持
・
向
上
、
ア
ク
セ
ス
性
の
改
善
）

■
自
治
体
を
超
え
た
交
流
の
活
性
化
（
人
流
増
加
等
）

■
人
口
動
態
の
変
化
（
拠
点
地
域
へ
の
集
積
度
等
）

■
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
合
理
化
さ
れ
た

老
朽
化
対
策
に
関
す
る
K
P
I

（
施
設
の
修
繕
・
更
新
率
、
集
約
・
複
合
化
等
の
実
施
件
数
）

■
広
域
連
携
を
行
っ
た
分
野
に
お
け
る

住
民
サ
ー
ビ
ス
満
足
度
の
向
上
に
関
す
る
K
P
I

■
経
済
の
活
性
化
に
関
す
る
K
P
I
（
地
価
の
上
昇
等
）

■
健
全
性
が
認
め
ら
れ
る
公
共
施
設
等
の
割
合

■
公
共
施
設
等
の
維
持
補
修
費
の
増
加
率
の
K
P
I

成
果
の
把
握

（
最
終
）

広
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
係
る
E
B
P
M
の
推
進

第
5
1
回
経
済
・
財
政
一
体
改
革
推
進

委
員
会
資
料
（
令
和
6
年
1
2
月
1
7

日
）
か
ら
抜
粋
・
一
部
改
変
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○
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
に
寄
港
す
る
国
際
基
幹
航
路
の
維
持
・拡

大
を
図
り
、
我
が
国
立
地
企
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
安
定

化
を
す
す
め
る
こ
と
等
に
よ
り
、
我
が
国
産
業
の
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
、

①
船
舶
の
大
型
化
に
対
応
し
た
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
等
を
集
中
的
に
実
施
。

②
複
数
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
一
体
利
用
に
向
け
た
実
施
計
画
を
策
定
し
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
機
能
強
化
を
推
進
。

③
港
湾
業
務
の
自
動
化
・省

力
化
を
通
じ
た
生
産
性
向
上
を
促
進
。

大
水
深
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
の
整
備
の
推
進

大
阪
港

[北
港
南
地
区

]

国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

整
備
事
業
（

C
1
0
～

1
2
）

(水
深

1
5
～

1
6
m

) 

臨
港
道
路
等

神
戸
港

大
阪
湾
岸
道
路
西
伸
部

（
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
北
～
駒
栄
）

[ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

(第
Ⅱ
期

)地
区

]

国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

整
備
事
業
（

P
C
1
3
～

1
8
）

(水
深

1
5
～

1
6
m

) 
等

[六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
地
区

]

国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

整
備
事
業
（

R
C
6
,R

C
7
）

(水
深

1
6
m

) 
等

[南
本
牧
ふ
頭
地
区

]

国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

整
備
事
業
（

M
C
3
,M

C
4
）

(水
深

1
8
m

) 
等

[新
本
牧
ふ
頭
地
区

]

国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

再
編
整
備
事
業

（
S
H
1
,S

H
2
）

(水
深

1
8
m

)、

臨
港
道
路

 等[本
牧
ふ
頭
地
区

]

国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

再
編
整
備
事
業

（
D
5
,B

C
間
）

(水
深

1
6
m

)、

（
C
D
）

(水
深

7
.5

m
)、

臨
港
道
路

等

[南
本
牧
～
山
下
ふ
頭
地
区

]

臨
港
道
路
整
備
事
業

臨
港
道
路

【
MC

1～
MC

4の
一

体
運

営
に

よ
る

利
便

性
・

生
産

性
の

向
上

】

・
バ

ー
ス

や
荷

役
機

械
の

相
互

融
通

・
タ

ー
ミ

ナ
ル

オ
ペ

レ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
の

共
通

化

横
浜
港

（
出
典
）
国
土
交
通
省
資
料
を
基
に
作
成

港
湾
業
務
の
自
動
化
・省
力
化

Ｐ
Ｓ
カ
ー
ド
に
よ
る
ゲ
ー
ト
処
理
の

効
率
化
・
非
接
触
化

コ
ン
テ
ナ
輸
送
の
効
率
化

A
I等
の
活
用
に
よ
る

タ
ー
ミ
ナ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
高
度
化

遠
隔
操
作
R
T
G
の
導
入

遠
隔
操
作
ガ
ン
ト
リ
ー

ク
レ
ー
ン
の
開
発

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
一
体
利
用
の
推
進

・タ
ー
ミ
ナ
ル
間
で
貨
物
の
輸
送
（
積
み

替
え
）
を
行
う
際
は
、
基
本
的
に
タ
ー
ミ

ナ
ル
ゲ
ー
ト
で
の
貨
物
の
搬
出
入
及
び

タ
ー
ミ
ナ
ル
外
の
通
行
が
必
要
。

・貨
物
の
輸
送
（積
み
替
え
）が
タ
ー
ミ
ナ

ル
内
で
完
結
す
る
と
と
も
に
、
船
舶
の

着
岸
場
所
の
柔
軟
な
調
整
が
可
能
。

・再
混
載
等
の
多
様
な
物
流
に
対
応
。

【現
状
】

【将
来
】

国
際
基
幹
航
路
と
外
航
・内
航
フ
ィ
ー
ダ
ー
と
の
接
続
実
証
、
国
際
ト
ラ
ン
シ
ッ
プ
貨
物
の

再
混
載
に
係
る
検
討
等
を
踏
ま
え
、
一
体
利
用
の
実
現
に
向
け
た
計
画
を
策
定

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
一
体
利
用
の
イ
メ
ー
ジ

令
和
７
年
度
政
府
案
：
6
3
8
億
円

国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
等
の
機
能
強
化
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国
際
拠
点
空
港
整
備

令
和
７
年
度
政
府
案
：
8
8
8
億
円

羽
田
空
港

＜
事
業
の
概
要
＞

○
ア
ク
セ
ス
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
京
急
空
港
線
引
上
線
や

J
R
東
日
本
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
線
等
の
整
備
を
引
き
続
き
実
施
。

○
人
工
地
盤
の
整
備
、
旧
整
備
場
地
区
の
再
編
整
備
等
を
実
施
。

○
滑
走
路
等
の
耐
震
性
の
強
化
及
び
防
災
・
減
災
に
向
け
た
護

岸
等
の
整
備
を
引
き
続
き
実
施
。

７
年
度
予
算
額

６
７
０
億
円

○
大
規
模
補
修
時
に
お
い
て
も
継
続
的
な
空
港
運
用
を
可
能

と
す
る
こ
と
及
び
完
全
２
４
時
間
運
用
を
実
現
す
る
こ
と
等
を

目
的
と
し
て
、
代
替
滑
走
路
の
整
備
を
実
施
。

○
航
空
保
安
施
設
の
老
朽
化
対
策
等
を
実
施
。

中
部
空
港

＜
事
業
の
概
要
＞

７
年
度
予
算
額

１
９
億
円

主
な
事
業
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空
港
業
務
（
保
安
検
査
、
グ
ラ
ン
ド
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
）
の
体
制
強
化
等

○
今
後
の
航
空
需
要
の
増
大
に
対
応
す
る
た
め
、
引
き
続
き
保
安
検
査
員
の
処
遇
改
善
に
関
す
る
支
援
や
先
進
的
な
検
査
機
器
の
導
入
を
促
進
。

○
空
港
業
務
を
担
う
グ
ラ
ン
ド
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
※
事
業
者
に
つ
い
て
、
定
着
率
向
上
の
た
め
の
職
場
環
境
改
善
な
ど
を
重
点
的
に
支
援
。

○
自
動
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
機
や
自
動
航
空
機
牽
引
機
等
の
先
進
機
器
導
入
に
よ
り
、
搭
乗
手
続
き
の
円
滑
化
や
手
荷
物
輸
送
の
迅
速
化
を
推
進
。

自
動
で
手
荷
物
の
仕
分
け
、
搬
送
が
可
能
な
レ
ー
ン

（
C

T
型

X
検
査
機
と
の
組
合
せ
に
よ
り
ノ
ー
ト

P
C
や
液

体
物
を
取
り
出
す
こ
と
な
く
検
査
す
る
こ
と
も
可
能
）

C
T
型

X
線
検
査
機

現
行
の
接
触
検
査
に
代
わ
る
も
の

と
し
て
、
自
動
的
に
非
接
触
で
人

体
表
面
の
異
物
を
検
知
す
る
装
置

⇒
 保

安
レ
ベ
ル
向
上
、
保
安
検
査
員
の
負
担
軽
減
、
旅
客
利

便
性
の
向
上
が
期
待

空
港
業
務
を
担
う
人
材
の
定
着
率
向
上
を
図
る
た
め
、
職
場
環
境
改
善
に
要
す
る
経
費

の
補
助
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
材
の
処
遇
改
善
を
推
進
。

○
職
場
環
境
改
善
の
推
進

○
空
港
機
能
の
効
率
的
運
用
に
向
け
た
取
組
の
推
進

需
要
変
動
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
、
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
就
航
に

向
け
た
職
員
の
応
援
派
遣
に
要
す
る
経
費
の
補
助
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
空
港
機
能
の
効
率
的
運
用
を
実
現
。

共
用
休
憩
室

イ
メ
ー
ジ

旅
客
ﾀｰ
ﾐﾅ
ﾙ

ラ
ン
プ

(航
空
機
を
駐
機
場
に
誘
導

)

(手
荷
物
の
預
り
等

)
（受
託
手
荷
物
の
仕
分
け
作
業
）
（手
荷
物
の
コ
ン
テ
ナ
へ
の
搭
載
）

(フ
ロ
ア
清
掃

)
（航
空
機
へ
の
燃
料
給
油
）

※
グ
ラ
ン
ド
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
業
務
の
例

（航
空
機
ま
で
の
貨
物
の
搬
送
）

（
貨
物
室
へ
の
積
み
降
ろ
し
）

貨
物
ﾀ
ｰ
ﾐ
ﾅ
ﾙ

保
育
施
設

旅
客
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
業
務
の
応
援
派
遣

令
和
７
年
度
政
府
案

保
安
検
査
の
量
的
・質

的
向
上
の
推
進
：
１
４
０
億
円

（
自
動
車
安
全
特
別
会
計
空
港
整
備
勘
定
）

空
港
受
入
環
境
整
備
の
推
進

：
１
億
円

（
一
般
会
計
）

F
A
S
T
T
R
A
V
E
L
の
推
進

：
１
６
億
円

（
国
際
観
光
旅
客
税
財
源
）

≪
F
A

S
T
 T

R
A

V
E
L
の
推
進
≫

自
動
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
機

ス
マ
ー
ト
レ
ー
ン

ボ
デ
ィ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー

自
動
航
空
機
牽
引
機

≪
保
安
検
査
の
体
制
強
化
≫

≪
グ
ラ
ン
ド
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
の
体
制
強
化
≫

⇒
搭
乗
手
続
き
の
円
滑
化
や
手
荷
物
輸
送
の
迅
速
化
を
推
進
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1

整
備
新
幹
線
の
整
備
の
推
進

○
令
和
７
年
度
の
「整

備
新
幹
線
整
備
事
業
費
補
助
」
は
、
北
海
道
新
幹
線
（
新
函
館
北
斗
・札

幌
間
）
の
整
備
等
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
の
所

要
額
と
し
て
、
令
和
６
年
度
と
同
額
の
８
０
４
億
円
を
計
上
。

○
ま
た
、
北
陸
新
幹
線
（
敦
賀
・
新
大
阪
間
）
に
つ
い
て
、
従
来
、
工
事
実
施
計
画
の
認
可
後
に
行
っ
て
い
た
調
査
も
含
め
、
施
工
上
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
の
調
査
を
先
行
的
・集

中
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
科
学
的
知
見
に
基
づ
い
た
情
報
発
信
や
そ
の
た
め
の
体
制
強
化
等
に
よ
る
沿
線
地
域
の

理
解
促
進
に
必
要
な
調
査
等
を
実
施
す
る
た
め
、
「北

陸
新
幹
線
事
業
推
進
調
査
」
を
１
５
億
円
計
上
。
（
令
和
６
年
度
：
１
４
億
円
）

令
和
７
年
度
政
府
案

整
備
新
幹
線
整
備
事
業
費
補
助
：
８
０
４
億
円

北
陸
新
幹
線
事
業
推
進
調
査
：
１
５
億
円

◆
整
備
新
幹
線
の
着
実
な
整
備

◆
北
陸
新
幹
線
事
業
推
進
調
査

○
そ
の
主
た
る
区
間
を
列
車
が
時
速
２
０
０

km
以
上
の
高
速
で
走
行
で
き
る
幹
線
鉄
道
。

○
（独
）鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
が
建
設
・保
有
し
、
営
業
主
体
（

JR
）
に

対
し
施
設
を
貸
付
け
（
上
下
分
離
方
式
）。

北
海
道
新
幹
線

青
森

 -
 札
幌
間

東
北
新
幹
線

盛
岡

 -
 青
森
間

北
陸
新
幹
線

東
京

 -
 大
阪
間

九
州
新
幹
線
（
鹿
児
島
ル
ー
ト
）

福
岡

 -
 鹿
児
島
間

九
州
新
幹
線
（
西
九
州
ル
ー
ト
）

福
岡

 -
 長
崎
間

整
備
新
幹
線
と
は
、
「
全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
」に
基
づ
く
昭
和
４
８
年
の

「
整
備
計
画
」に
よ
り
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
以
下
の
５
路
線
の
こ
と
を
い
う
。

＜
環
境
影
響
評
価
手
続
き
の
流
れ
＞

平
成

9
年

(1
99

7年
)1

0月
開
業

九
州
新
幹
線

（
鹿
児
島
ル
ー
ト
）

平
成

23
年

(2
01

1年
)3
月
開
業

九
州
新
幹
線

（
西
九
州
ル
ー
ト
）

中
央
新
幹
線

平
成

16
年

(2
00

4年
)3
月
開
業

新
函
館
北
斗
･札

幌
間
〈

2
12

km
〉

北
海
道
新
幹
線

(※
)
令
和

12
年

(2
03

0
年

)
度
末
完
成

を
目
指
す

東
北
新
幹
線

平
成

2
2年

(
20

10
年

)1
2月

開
業

平
成

1
4年

(
20

02
年

)1
2月

開
業

北
陸
新
幹
線

平
成

28
年

(2
01

6年
)
3月

開
業

平
成

27
年
(2
01
5年

)
3月

開
業

令
和

4年
(2

02
2年

)
9月

開
業

令
和

6
年

(2
02

4年
)

3
月
開
業

既
設
新
幹
線

整
備
計
画
路
線
（
開
業
区
間
）

整
備
計
画
路
線
（
建
設
中
区
間
）

整
備
計
画
路
線
（
未
着
工
区
間
）

中
央
新
幹
線

ミ
ニ
新
幹
線
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都
市
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

令
和
７
年
度
政
府
案

１
５
３
億
円

○
大
都
市
圏
の
中
心
部
に
お
け
る
移
動
の
円
滑
化
や
通
勤
・
通
学
混
雑
の
緩
和
等
を
図
る
た
め
、
都
市
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充

実
な
ど
を
推
進
。
（
以
下
、
取
組
事
例
）

◯
新
空
港
線
「
蒲
蒲
線
」
の
新
規
整
備

■
事
業
目
的

大
都
市
圏
の
中
心
部
に
お
け
る
移
動
の
円
滑
化
、
通
勤
・

通
学
混
雑
の
緩
和
等
を
図
る
た
め
、
地
下
高
速
鉄
道
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
充
実
を
推
進
す
る
。

■
建
設
主
体

関
西
高
速
鉄
道
㈱

■
運
行
主
体

西
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
、
南
海
電
気
鉄
道
㈱

■
整
備
区
間

大
阪
～
西
本
町
～

J
R難

波

大
阪
～
西
本
町
～
南
海
新
今
宮

(計
7.

2
k
m
）

■
総
事
業
費

約
3
,3

00
億
円

※
都
市
鉄
道
整
備
事
業
費
補
助
を
活
用

■
事
業
期
間

令
和
元
年
度
～
令
和

1
3
年
度

■
開
業
予
定

令
和

13
年
春

■
事
業
目
的

①
国
際
競
争
力
強
化
の
拠
点
で
あ
る
臨
海
副
都
心
と
都
区
部

東
部
等
と
の
ア
ク
セ
ス
利
便
性
の
向
上

②
東
京
メ
ト
ロ
東
西
線
の
混
雑
緩
和

（
交
通
政
策
審
議
会
第

19
8
号
答
申
「
東
京
圏
に
お
け
る
今

  
 後

の
都
市
鉄
道
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
よ
り
）

■
事
業
主
体

東
京
地
下
鉄
㈱

■
整
備
区
間

豊
洲
～
住
吉
（
4
.8

k
m）

■
総
事
業
費

約
2
,6

9
0
億
円

※
都
市
鉄
道
整
備
事
業
費
補
助
を
活
用

■
事
業
期
間

令
和

4
年
度
～

20
3
0
年
代
半
ば

■
開
業
予
定

2
03

0
年
代
半
ば

■
事
業
目
的

六
本
木
等
の
都
心
部
と
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
始
発
駅
と

な
る
品
川
駅
や
国
際
競
争
力
強
化
の
拠
点
で
あ
る
同
駅
周
辺

地
区
と
の
ア
ク
セ
ス
利
便
性
向
上

（
交
通
政
策
審
議
会
第
19
8
号
答
申
「
東
京
圏
に
お
け
る
今

  
後
の
都
市
鉄
道
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
よ
り
）

■
事
業
主
体

東
京
地
下
鉄
㈱

■
整
備
区
間

品
川
～
白
金
高
輪
（

2.
5
km
）

■
総
事
業
費

約
1
,
31

0
億
円

※
都
市
鉄
道
整
備
事
業
費
補
助
を
活
用

■
事
業
期
間

令
和

4年
度
～

20
30
年
代
半
ば

■
開
業
予
定

20
3
0
年
代
半
ば

◯
東
京
メ
ト
ロ
有
楽
町
線
（
豊
洲
～
住
吉
）

の
延
伸
整
備

◯
東
京
メ
ト
ロ
南
北
線
（
品
川
～
白
金
高
輪
）

の
延
伸
整
備

◯
な
に
わ
筋
線
の
整
備

■
事
業
目
的

JR
・
東
急
蒲
田
駅
と
京
急
蒲
田
駅
間
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク

を
解
消
し
、
東
急
東
横
線
等
と
の
相
互
直
通
運
転
を
通
じ
て
、

羽
田
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
利
便
性
を
向
上
。

■
建
設
主
体

羽
田
エ
ア
ポ
ー
ト
ラ
イ
ン
株
式
会
社
（
大
田
区

と
東
急
電
鉄
が
出
資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
）

■
運
行
主
体

東
急
電
鉄
株
式
会
社

■
整
備
区
間

矢
口
渡
～
蒲
田
～
京
急
蒲
田

約
1.

7k
m
 

■
概
算
総
事
業
費

約
1,

2
5
0
億
円

※
都
市
鉄
道
利
便
増
進
事
業
費
補
助
を
活
用

■
事
業
期
間

令
和

7年
度
～
令
和

20
代
前
半
（
予
定
）

■
開
業
予
定

令
和

20
年
代
前
半

※
建
設
主
体
及
び
運
行
主
体
は
、
現
時
点
の
想
定
で
あ
り
、
今
後
、
都
市
鉄
道
等
利
便

増
進
法
の
手
続
き
を
経
て
決
定
。

新
規
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・
国
民
か
ら
の
問
合
せ
や
ご
意
見
等
に
一
元
的
に
対
応
す
る
「
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
運
用

働
き
方
改
革
の
推
進

●
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
導
入
・
運
用
経
費

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
等

●
情
報
シ
ス
テ
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
経
費

●
国
土
交
通
省
所
管
事
業
者
等
へ
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
経
費

・
有
事
に
お
け
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ン
シ
デ
ン
ト
対
応
及
び
平
時
に
お
け
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
強
化
等
に
よ
り
、
国
土
交

通
省
の
C
S
IR
T
体
制
を
充
実
・
強
化

・
所
管
重
要
イ
ン
フ
ラ
分
野
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
関
し
て
、
専
門
的
知
見
を
有
す
る
外
部
事
業
者
に
よ
る
、
安
全
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
改
定
及
び
イ
ン
シ
デ
ン
ト
対
応
に
係
る
業
務
支
援
を
実
施

●
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
サ
イ
バ
ー
安
全
保
障
対
策
経
費

・
中
核
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
国
土
交
通
省
行
政
情
報
基
盤
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
係
テ
ス
ト
を
行
い
、
サ
イ
バ
ー
脅
威

へ
の
対
策
及
び
効
果
検
証
を
実
施Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
等

令
和
７
年
度
政
府
案

 ：
 １
億
円

働
き
方
改
革
や
、
国
土
交
通
分
野
に
お
け
る
行
政
情
報
の
デ
ー
タ
化
・
活
用
な
ど
の
D
X
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
所
管
事

業
者
を
含
め
た
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
・
強
化
を
実
施
す
る
。

・
イ
ン
フ
ラ
・
交
通
等
の
分
野
横
断
的
な
行
政
情
報
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
に
よ
る
官
民
に
お
け
る
活
用
事
例
の
創
出
、
政
策
立
案
時
の

デ
ー
タ
活
用
（
E
B
P
M
）
等
を
一
体
的
に
推
進

〔
令
和
６
年
度
補
正
予
算
：
８
億
円
〕

国
土
交
通
分
野
に
お
け
る
行
政
情
報
の
デ
ー
タ
化
・
活
用
の
推
進

●
P
ro
je
c
t
L
I
N
K
S
（
国
土
交
通
省
に
お
け
る
分
野
横
断
的
な

D
X
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
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建
設
業
の
処
遇
改
善
と
担
い
手
確
保

○
改
正
建
設
業
法
等
を
踏
ま
え
、
適
切
な
労
務
費
の
確
保
と
行
き
渡
り
に
向
け
て
、
請
負
代
金
等
に
つ
い
て
実
地
調
査
を
行
う
「
建

設
Ｇ
メ
ン
」
の
取
組
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
労
務
費
の
基
準
の
作
成
に
向
け
た
実
態
調
査
等
を
実
施
。

○
働
き
方
改
革
の
推
進
、
女
性
や
若
者
の
入
職
・
定
着
の
促
進
、
地
方
公
共
団
体
の
入
札
契
約
の
適
正
化
等
を
引
き
続
き
実
施
。

◆
請
負
代
金
や
取
引
内
容
に
つ
い
て
実
地
調
査
を
行
う
「
建
設
Ｇ
メ
ン
」

の
取
組
を
強
化

◆
改
正
建
設
業
法
に
よ
り
、
著
し
く
低
い
労
務
費
等
に
よ
る
契
約
が
禁
止
さ

れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
労
務
費
の
基
準
の
設
定
に
向
け
た
実
態
調
査
を

実
施

✓
建
設
G
メ
ン
の
定
員
増
（
1
3
名
）

✓
建
設
G
メ
ン
の
補
助
員
（
必
要
な
情
報
収
集
・フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実
施
）
の

導
入

✓
下
請
取
引
等
の
書
面
調
査
（
違
反
疑
義
情
報
を
収
集
・整

理
）

✓
IC
T
を
活
用
し
た
通
報
・相

談
窓
口
の
デ
ジ
タ
ル
化

※
令
和
６
年
度
補
正

予
算

✓
労
務
費
の
基
準
の
作
成
に
向
け
た
実
態
調
査

◆
改
正
入
契
法
・
品
確
法
等
を
踏
ま
え
、
地
方
公
共
団

体
に
お
け
る
発
注
体
制
の
強
化
・
入
札
体
制
の
適
正

化
を
推
進

✓
入
札
契
約
適
正
化
の
取
組
状
況
の
把
握
・公

表

✓
地
方
公
共
団
体
の
制
度
改
善
の
促
進

✓
公
共
工
事
の
効
率
化
に
向
け
た
調
査
・
検
討
、
地
方
公
共

団
体
へ
の
技
術
的
支
援
の
強
化

※
令
和
６
年
度
補

正
予
算

◆
働
き
方
改
革
の
推
進

✓
適
正
な
工
期
設
定
の
周
知
・
啓
発

✓
一
人
親
方
に
係
る
不
適
正
事
例
の
周
知

◆
女
性
や
若
者
の
入
職
・
定
着
の
促
進

✓
入
職
・定

着
促
進
に
資
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
、
説
明
会

の
実
施

✓
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
整
備
に
向
け
た
取
組
の
調
査

令
和
７
年
度
政
府
案
：
２
億
円

適
切
な
労
務
費
の
確
保
と
行
き
渡
り

働
き
方
改
革
の
推
進
と
担
い
手
確
保

入
札
契
約
の
適
正
化

新
規

新
規

新
規
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○
物
流
業
に
お
け
る
人
件
費
の
適
正
な
価
格
転
嫁
等
を
促
す
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
か
ら
収
集
し
た
情
報
等
に
基
づ
き
、
ト
ラ
ッ
ク
事
業

者
と
取
引
関
係
に
あ
る
荷
主
・
元
請
事
業
者
の
悪
質
な
行
為
の
是
正
指
導
を
行
う
「
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
」
を
「
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
G
メ
ン
」
に

改
組
し
、
中
間
に
介
在
す
る
倉
庫
業
者
と
荷
主
の
間
の
取
引
環
境
を
害
す
る
事
例
の
是
正
な
ど
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
取
引

環
境
の
適
正
化
の
取
組
を
強
化
。

※
令
和
６
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
け
る
多
重
下
請
構
造
等
の
実
態
調
査
や
要
因
分
析
な
ど
、
１
億
円
を
措
置
。

物
流
業
に
お
け
る
取
引
環
境
の
適
正
化

【 利 用 運 送 ・ 取 次 等 の 類 型 】

事
業

概
要

荷
主

ト
ラ
ッ
ク
担
当
Ｇ
メ
ン

倉
庫
担
当
Ｇ
メ
ン

情
報
共
有

連
携

ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン

是
正
指
導
を
強
力
に
実
施

情
報
収
集

倉
庫
業
者

情
報
収
集

ト
ラ
ッ
ク
事
業
者

下
請
構
造
の
多
重
化
は
、
自
ら
実
運
送
を
行
わ
ず
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
を
手
配
す
る
事
業

者
（
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
や
利
用
運
送
事
業
者
等
）
の
み
な
ら
ず
、
低
す
ぎ
る
運
賃

で
運
送
を
請
け
負
う
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
な
ど
様
々
な
関
係
者
が
介
在
し
て
い
る

ト
ラ
ッ
ク
・
物
流

G
メ
ン
の
体
制

令
和
７
年
度
政
府
案
：
０
．
４
億
円
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東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
天
井
脱
落
事
故
を
踏
ま
え
、
災
害
対
策

室
等
の
大
規
模
空
間
を
有
す
る
官
庁
施
設
の
天
井
に
つ
い
て
、
天

井
構
成
部
材
の
改
修
を
実
施
。

人
命
の
安
全
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
防
災
機
能
の
強
化
と
災
害
に

強
い
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
官
庁
施
設
の
耐
震
化
を
推
進
。

耐
震
対
策

天
井
耐
震
対
策

例
：ホ
ー
ル
（
熊
本
地
方
合
同
庁
舎
）

天
井
耐
震
対
策
の
イ
メ
ー
ジ
図

例
） 
免
震
化

例
） 
耐
震
壁
増
し
打
ち

（
耐
震
改
修
の
例
）

単
位
面
積
質
量

20
㎏
／
㎡
以
下

吊
り
長
さ

３
ｍ
以
下

斜
め
部
材
の
設
置

（X
 ,
Y
方
向
と
も
）

壁
等
と
の
間
に

ク
リ
ア
ラ
ン
ス

（
熊
本
地
震
時
に
避
難
場
所
と
し
て
使
用
）

津
波
対
策

構
造
体
の
性
能
確
保
や
設
備
機
能
の
確
保
な
ど
、
防
災
拠
点
と
し

て
の
機
能
維
持
と
行
政
機
能
の
早
期
回
復
を
図
る
た
め
、

津
波
対
策
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
実
施
。

津
波
対
策
の
イ
メ
ー
ジ
図

例
：津
波
対
策
を
実
施
し
た
庁
舎

（
石
巻
港
湾
合
同
庁
舎
）

出
入
口

イ
メ
ー
ジ

を
表
示

で
き
ま
せ
ん
。

メ
モ
リ

不
足

の
た
め
に

イ
メ
ー
ジ

を
開

く
こ
と

が
で
き
な
い
か
、

イ
メ
ー
ジ

が
破
損

し
て
い
る

可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

コ
ン

ピ
ュ
ー
タ

を
再
起
動

し
て

再
度

フ
ァ
イ
ル

を
開

い
て
くだ
さ
い
。
そ
れ
で
も

赤

い
x
 
が

表
示

さ
れ
る

場
合

は
、

イ
メ
ー
ジ

を
削
除

し
て

挿
入

し
て
く
だ
さ

い
。

活
動
拠
点
室

一
般
事
務
室

津
波
の
高
さ

避
難
ス
ペ
ー
ス

表
示
看
板

設
備
室

災
害
応
急
対
策
の
活
動
拠
点
と
な
る
官
庁
施
設
に
つ
い
て
、

自
家
発
電
設
備
改
修
、
受
変
電
設
備
改
修
等
を
実
施
。

電
力
の
確
保
の
イ
メ
ー
ジ
図燃
料
槽
の
増
設

自
家
発
電
設
備
の
更
新

Ｃ
Ｃ

Ｃ
Ｃ

活
動
拠
点
室
等

燃
料
槽

Ｃ
Ｃ

Ｃ
Ｃ Ｃ

災
害
対
策
室

燃
料
の
供
給

電
力

電
力
の
供
給

電
力
の
確
保

官
庁
施
設
の
整
備
・
老
朽
化
対
策
等

令
和
７
年
度
政
府
案

 ：
 1

7
9
億
円

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
、
首
都
直
下
地
震
等
に
備
え
た
官
庁
施
設
の
防
災
・
減
災
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
防
災
拠
点

と
な
る
官
庁
施
設
の
防
災
機
能
の
強
化
等
を
実
施
し
、
ま
た
、
施
設
を
長
く
安
全
に
利
用
す
る
た
め
、
危
険
箇
所
の
解

消
な
ど
の
老
朽
化
対
策
を
実
施
す
る
。

― 38 ―

―  ―0123456789



全
長
・
全
幅

１
１
.７
ｍ
×
２
４

.０
ｍ

最
大
離
陸
重
量

 
6
，
1
2

4
ｋ
ｇ

航
続
可
能
時
間

２
４
時
間
以
上

➢
今
後
、
運
用
拠
点
を
八
戸
飛
行
場
か
ら
北
九
州
空
港
に
移
し
、
令

和
７
年
度
以
降
、
新
た
に
増
強
す
る
２
機
を
加
え
た
５
機
体
制
に
よ
り
、

更
な
る
海
洋
監
視
体
制
の
強
化
を
図
る
（
令
和
５
・6
年
度
は
３
機
、
令

和
７
年
度
以
降
５
機
体
制
）
。

無
操
縦
者
航
空
機
の
５
機
体
制
の
構
築

令
和
６
年
度
補
正
：

2
1
8
億
円

（
リ
ー
ス
中
の
３
機
の
購
入
）

令
和
７
年
度
当
初
：

1
3
8
億
円

（
２
機
の
引
渡
し
及
び
５
機
の
運
用
経

費
）

全
長
：
約
2
0
0
m

総
ト
ン
数
：
約
3
1
,0
0
0
ト
ン

多
目
的
ク
レ
ー
ン

R
O
R
O
方
式
の
車
両
甲
板

2
機
運
用
可
能
な
ヘ
リ
甲
板

搭
載
艇

災
害
対
応
機
能
（
給
水
）

コ
ン
テ
ナ
積
載
ス
ペ
ー
ス

➢
大
規
模
災
害
（
物
資
輸
送
、
被
災
者
支
援
等
）
や
国
民

保
護
（
住
民
避
難
等
）
、
警
備
実
施
・領

海
警
備
な
ど
に
対
応
す

る
多
目
的
巡
視
船
の
建
造
を
開
始
。

多
目
的
巡
視
船
の
建
造

令
和
７
年
度
当
初
：

1
3
9
億
円

（
建
造
期
間
５
年
間
）

➢
大
型
巡
視
船
の
増
強
配
備
に
伴
い
、
宿
舎
需
要
が
逼
迫
し

て
い
る
た
め
、
鹿
児
島
県
に
宿
舎
を
整
備
（

P
F
I）

。

職
場
環
境
の
改
善
に
資
す
る
宿
舎
整
備

令
和
７
年
度
当
初
：

3
百
万
円

（
P
F
Iを
活
用
し
た
整
備
を
念
頭
に
ア
ド

バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
な
ど
に
必
要
な
経
費
）

今
後
の
予
定

・
令
和
９
年
度
着
工

・
令
和

1
2
年
度
完
成
予
定

1
,1

9
0

7
6

0
1
,3

6
5

7
8

4
1
,5

0
4

9
1
2

1
,6

2
8

1
,0

4
1
 

1
,0

6
6
 

1
,1

0
7
 

1
,1

6
3
 

2
,2

3
1
 

2
,4

3
1
 

2
,6

1
1
 

2
,7

9
1
 

0

5
0
0

1
,0

0
0

1
,5

0
0

2
,0

0
0

2
,5

0
0

3
,0

0
0

3
,5

0
0

4
年
度

補
正

5
年
度

補
正

6
年
度

補
正

7
年
度

海
上
保
安
庁
予
算
の
推
移

(億
円

)
：
人
件
費

：
物
件
費

※
補
正
は
人
件
費
含
ま
ず

+
１
８
０
億
円

海
上
保
安
能
力
の
強
化

（
イ
メ
ー
ジ
）

※
７
年
度
定
員

1
4
,8

8
9
人
（
対
前
年
度
＋

1
0
1
人
）

令
和
７
年
度
政
府
案
：

2
,7

9
1
億
円

新
規

新
規

新
規
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羽
田
空
港
で
の
航
空
機
衝
突
事
故
を
踏
ま
え
た
更
な
る
安
全
・
安
心
対
策
の
推
進

○
令
和
６
年
１
月
２
日
に
羽
田
空
港
で
発
生
し
た
航
空
機
衝
突
事
故
を
受
け
、
滑
走
路
上
に
お
け
る
航
空
機
等
の
衝
突
防
止
に
向
け
た
更
な
る
安

全
・
安
心
対
策
を
速
や
か
に
実
施
す
る
た
め
、
滑
走
路
誤
侵
入
に
係
る
注
意
喚
起
シ
ス
テ
ム
の
強
化
等
を
推
進
す
る
。

令
和
７
年
度
政
府
案

自
動
車
安
全
特
別
会
計
空
港
整
備
勘
定
：
1
9
億
円
、
一
般
会
計
：
１
億
円

（
参
考
）
令
和
６
年
度
補
正
予
算

自
動
車
安
全
特
別
会
計
空
港
整
備
勘
定
：
2
4
億
円
、
一
般
会
計
：
３
億
円

・管
制
交
信
に
係
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
防
止
す
る
た
め
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
等
（C

R
M
：C

re
w

 R
e
so

ur
ce

 M
an

ag
em

en
t）
に
係
る
初
期
・定

期
訓
練
を

自
家
用
機
等
全
て
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
対
し
て
義
務
化
す
る
と
と
も
に
、
諸
外
国
の
状
況

を
調
査
し
、

C
R

M
訓
練
の
一
層
の
充
実
を
図
る
。

・管
制
官
と
パ
イ
ロ
ッ
ト
等
の
意
見
交
換
を
各
空
港
等
で
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、

管
制
交
信
に
係
る
共
通
認
識
を
醸
成
す
る
。

○
管
制
交
信
に
係
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
防
止

○
滑
走
路
誤
進
入
に
係
る
注
意
喚
起
シ
ス
テ
ム
の
強
化

※
主
要
空
港
：
新
千
歳
、
成
田
、
羽
田
、
中
部
、
伊
丹
、
関
西
、
福
岡
、
那
覇
空
港

・滑
走
路
状
態
表
示
灯
（
R

W
S
L
：R

un
W

ay
 S

ta
tu

s 
L
ig

ht
s）
は
、
航
空
機
等
が
滑
走

路
を
使
用
し
て
い
る
場
合
、
他
の
離
陸
し
よ
う
と
す
る
航
空
機
又
は
滑
走
路
を
横
断
し

よ
う
と
す
る
航
空
機
等
に
対
し
て
警
告
す
る
灯
火
で
あ
り
、
航
空
機
の
滑
走
路
横
断

が
日
常
的
に
発
生
す
る
空
港
の
滑
走
路
及
び
誘
導
路
に
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

・パ
イ
ロ
ッ
ト
等
に
対
す
る
注
意
喚
起
を
強
化
す
る
た
め
、
主
要
空
港

※
の
同
一
滑
走

路
で
離
着
陸
が
行
わ
れ
る
全
て
の
滑
走
路
及
び
誘
導
路
に
導
入
を
拡
大
す
る
。

１
．
滑
走
路
に
離
着
陸
機
が
い
る
場
合 消
灯
（
離
陸
可
）

点
灯
（
停
止
）

※
誘
導
路
で
待
機
す
る
航
空
機
へ

他
の
離
着
陸
機
が
い
る
こ
と
を
警
告

２
．
滑
走
路
横
断
機
が
い
る
場
合

消
灯
（
滑
走
路
へ
の
進
入
可
）

点
灯
（
停
止
）

※
離
陸
機
へ
滑
走
路
横
断
機
が
い
る
こ
と
を
警
告

R
W

S
L
の
機
能

・管
制
官
の
疲
労
を
業
務
の
困
難
性
や
複
雑
性
に
応
じ
て
把
握
・
管
理
す
る
シ
ス

テ
ム
の
導
入
等
、
管
制
業
務
の
実
施
体
制
を
強
化
す
る
。

○
管
制
業
務
の
実
施
体
制
の
強
化

○
技
術
革
新
の
推
進

・デ
ジ
タ
ル
技
術
等
の
活
用
に
よ
り
、
管
制
側
・機

体
側
双
方
に
お
け
る
滑
走
路

誤
進
入
検
知
シ
ス
テ
ム
の
強
化
や
、
航
空
交
通
管
理
の
高
度
化
を
推
進
す
る
た

め
の
調
査
・
研
究
を
実
施
す
る
。

新
規
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一
般
会
計
か
ら
自
動
車
安
全
特
別
会
計
へ
の
繰
戻
し

令
和
７
年
度
政
府
案
：
６
５
億
円

○
平
成

6年
度
及
び

7年
度
に
旧
自
賠
責
特
会
か
ら繰

り入
れ
た
約

1.
1兆

円
の
うち
、約

0.
6兆

円
が
繰
り戻

され
て
い
な
い
こ

とか
ら、
平
成

30
年
度
予
算
よ
り、
一
般
会
計
か
らの
繰
戻
しを
再
開
。

○
令
和
７
年
度
予
算
案
に
お
い
て
は
、令

和
3年

12
月
に
財
務
大
臣
・国
交
大
臣
間
で
合
意
され
た
内
容
を
踏
ま
え
、被

害
者

支
援
事
業
等
が
安
定
的
・継
続
的
に
将
来
に
わ
た
って
実
施
され
る
よ
う、

65
億
円
（
対
前
年
度
同
額
）
の
繰
戻
し
を
実
施
。

※
令
和

6年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
は
、3

5億
円
（
対
令
和

5年
度
補
正
予
算
＋

22
億
円
）
の
繰
戻
しを
実
施
し
て
お
り、
令
和
７
年
度

予
算
案
とあ
わ
せ
て
、１

０
０
億
円
の
繰
戻
しと
な
る
。

１
．

平
成

６
年

度
及

び
平

成
７

年
度

に
お

け
る

自
動

車
損

害
賠

償
責

任
再

保
険

特
別

会
計

（
現

、
自

動
車

安
全

特
別

会
計

。
）

か
ら

一
般

会
計

に
対

す
る

繰
入

金
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
に
お
い
て
、
５
，
４
０
０
，
０
０
０
千
円
を
自
動
車
安
全
特
別
会
計
自
動
車
事
故
対
策
勘
定
に
繰
り
戻
す
こ
と
と
す
る
。

２
．

繰
入

金
の

残
存

額
に

つ
い

て
は

、
従

来
の

大
蔵

省
と

運
輸

省
の

間
の

合
意

事
項

を
維

持
す

る
こ

と
と

す
る

が
、

自
動

車
事

故
対

策
勘

定
に

お
け

る
積

立
金

の
水

準
と

変
動
状

況
等

に
鑑

み
、

平
成

６
年
２

月
１

０
日

付
け

の
大

蔵
大
臣

及
び
運

輸
大
臣

間
覚

書
（
蔵

計
第
２

３
８
号

、
自

保
第
３

８
号
）

記
２
の

「
平

成
３

１
年
度
か
ら
平
成
３
４
年
度
」
を
「
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
９
年
度
」
に
改
め
る
こ
と
と
す
る
。

３
．

毎
年

度
の

具
体

的
な

繰
戻

額
に

つ
い

て
は

、
令

和
４

年
度

予
算

に
お

け
る

繰
戻

額
の

水
準

を
踏

ま
え

、
被

害
者

等
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

て
被

害
者

保
護

増
進

事
業

等
が

安
定
的

・
継

続
的

に
将

来
に

わ
た
っ

て
実

施
さ

れ
る

よ
う

十
分
に

留
意
し

つ
つ
、

一
般

会
計
の

財
政
事

情
、
自

動
車

安
全
特

別
会
計

の
収
支

状
況

等
に

照
ら
し
、
財
務
省
及
び
国
土
交
通
省
が
協
議
の
上
、
決
定
す
る
こ
と
と
す
る
。

た
だ

し
、

自
動

車
安

全
特

別
会

計
の

事
業

の
運

営
上

、
予

期
し

な
い

資
金

手
当

の
必

要
が

生
じ

る
と

見
込

ま
れ

る
場

合
に

は
、

令
和

９
年

度
以

前
で

あ
っ

て
も
繰
り
上
げ
て
必
要
額
を
繰
り
戻
す
こ
と
と
す
る
。

４
．

ま
た

、
安

全
・

安
心

な
自

動
車

社
会

の
実

現
を

図
る

た
め

、
両

省
は

自
動

車
安

全
特

別
会

計
自

動
車

事
故

対
策

勘
定

に
係

る
財

政
運

営
の

安
定

性
確

保
に

向
け

て
、

一
般
会

計
か

ら
の

繰
戻

し
に

継
続
し

て
取

り
組

む
こ

と
と

し
、
あ

わ
せ
て

、
平
成

１
３

年
の
自

動
車
損

害
賠
償

保
障

法
及
び

自
動
車

損
害
賠

償
責

任
再

保
険

特
別

会
計

法
の

一
部

を
改

正
す

る
法
律

に
係

る
衆

参
両

院
の

附
帯
決

議
を
踏

ま
え
、

関
係

者
の
理

解
を
得

つ
つ
、

賦
課

金
制
度

に
つ
い

て
令
和

５
年

度
以

降
の
可
能
な
限
り
速
や
か
な
導
入
に
向
け
た
検
討
を
行
い
、
早
期
に
結
論
を
得
る
こ
と
と
す
る
。

＜
財
務
大
臣
・国
土
交
通
大
臣
間
合
意

（
令
和

3年
12
月

22
日
）
＞
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(単
位
：
億
円
）
（
対
6
年
度
当
初
）

＜
主
な
歳
入
・
歳
出
増
減
の
内
訳
＞

（
対
6
年
度
当
初
）

（
歳
入
）

・
自
動
車
検
査
登
録
勘
定
に
お
け
る
前
年
度
剰
余
金
受
入
の
減
（
▲
2
1
億
円
）

（
歳
出
）

・
自
動
車
検
査
登
録
勘
定
に
お
け
る
福
岡
運
輸
支
局
の
移
転
に
伴
う
庁
舎
の
建
替
費
用
の
増

（
＋
1
0
億
円
）

・
自
動
車
事
故
対
策
勘
定
に
お
け
る
千
葉
療
護
セ
ン
タ
ー
の
建
替
に
伴
う
設
計
費
用
の
増

※
計
数
は
そ
れ
ぞ
れ
四
捨
五
入
し
て
い
る
の
で
、
合
計
に
お
い
て
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
。

（
＋
2
億
円
）

・
自
動
車
事
故
対
策
勘
定
に
お
け
る
自
動
車
事
故
対
策
機
構
運
営
費
の
減
（
▲
6
億
円
）

・
自
動
車
検
査
登
録
勘
定
に
お
け
る
自
動
車
技
術
総
合
機
構
運
営
費
の
減
（
▲
4
億
円
）

・
自
動
車
検
査
登
録
勘
定
に
お
け
る
自
動
車
技
術
総
合
機
構
施
設
整
備
費
の
減
（
▲
3
億
円
）

自
動
車
安
全
特
別
会
計

(空
港
整
備
勘
定
を
除
く
)

勘
定
別

歳
出
総
額

歳
出
純
計
額

歳
出
純
計
額
か
ら
国
債

償
還
費
、
社
会
保
障
費

等
を
除
い
た
額

2
2
3
（
+
0
）

2
1
1
（
＋
0
）

自
動
車
事
故

対
策
勘
定

2
1
1
（
+
0
）

自
動
車
検
査

登
録
勘
定

4
3
6
（
▲
0
）

4
3
5
（
▲
0
）

4
3
5
（
▲
0
）

自
動
車

検
査
登
録
勘
定

自
動
車

事
故
対
策
勘
定

業
務
取
扱
費

3
7
9
（
+
0
）

被
害
者
保
護
増
進
等
事
業
費

1
0
2
（
+
4
）

自
動
車

検
査
登
録
勘
定

自
動
車

事
故
対
策
勘
定

前
年
度
剰
余
金
受
入

6
1
0
（
▲
6
）

雑
収
入
等

1
6
（
▲
0
）

積
立
金
よ
り
受
入

2
8
（
+
１
）

【
令

和
７
年

度
歳

出
予

算
】

6
5
9
億
円

（
+
0
）

1
,
2
7
2
億
円

（
▲
1
7
）

【
令

和
７
年

度
歳

入
予

算
】

賦
課
金
収
入

1
0
4
（
▲
1
）

一
般

会
計

よ
り
受

入
6
5
（
±

0
）

雑
収
入
等

1
5
（
+
2
）

前
年
度
剰
余
金
受
入

4
9
（
▲
2
1
）

検
査
登
録
手
数
料
収
入

3
8
5
（
+
8
）

保
障
費

1
3
（
▲
0
）

独
立
行
政
法
人
自
動
車
技
術

総
合
機
構
運
営
費

1
7
（
▲
4
）

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故

対
策
機
構
施
設
整
備
費

5
（
+
3
）

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故

対
策
機
構
運
営
費

9
0
（
▲
6
）

再
保
険
及
保
険
費
等

1
3
（
▲
1
）

独
立
行
政
法
人
自
動
車
技
術

総
合
機
構
施
設
整
備
費

1
5
（
▲
3
）

施
設
整
備
費
等

2
5
（
+
7
）
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＜
主
な
歳
出
増
減
の
内
訳
＞

（
対
６
年
度
当
初
）

・
　
能

登
空

港
災

害
復

旧
事

業
の

実
施

（
＋

2
5
億

円
）

(単
位

：
億

円
）
（
対

６
年

度
当

初
）

・
　
羽
田
空
港
で
の
航
空
機
衝
突
事
故
を
踏
ま
え
た
更
な
る
安
全
・
安
心
対
策
の
推
進
（
＋
1
9
億
円
）

・
　
福

岡
空

港
滑

走
路

増
設

事
業

の
完

了
に
伴

う
減

（
▲

1
6
9
億

円
）

自
動

車
安

全
特

別
会

計
　
空

港
整

備
勘

定

3
,5
6
0
（
▲
5
2
）

3
,8
9
0
（
▲
5
5
）

歳
出

純
計

額
か

ら
国

債
償
還
費
、
社
会
保
障
費

等
を
除
い
た
額

歳
出
純
計
額

歳
出
総
額

3
,5
6
0
（
▲
5
2
）

3
,8
90

億
円

（
▲
5
5）

3
,8
90

億
円

（
▲
5
5）

空
港
使
用
料
収
入

2
,4
3
8
（
+
2
18

）

【
令
和
７
年
度
歳
入
予
算
】

【
令
和
７
年
度
歳
出
予
算
】

地
方
公
共

団
体
工
事

費
負
担
金

収
入

7
9
（
▲
9
）

一
般
会
計

よ
り
受
入

3
8
3
（
+
8
8
）

借
入
金

1
1
2

（
▲
2
4
8
）

償
還
金
収
入

9
2
（
+
0
）

雑
収
入
等

7
8
6
（
▲
1
0
5
）

空
港
等
維
持
運
営
費

1
,5
8
1
（
+
2
0）

空
港
整
備
事
業
費
等

1
,5
7
5
（
▲
8
8
）

航
空
路
整
備

事
業
費

2
7
3
（
+
7
）

成
田
国
際
空
港
等

整
備
事
業
資
金

貸
付
金

1
0
9
（
+
8
）

国
債
整
理
基
金

特
別
会
計
へ
繰
入

3
3
0
（
▲
3
）

空
港
等
整
備
事
業

工
事
諸
費
等

2
1
（
+
0
）
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(単
位

：
億

円
）
（
対

６
年

度
当

初
）

＜
主

な
歳

出
増

減
の

内
訳

＞
（
対

６
年

度
当

初
）

・
整

備
事

業
の

完
了

に
伴

う
事

業
費

の
減

（
▲

4
0
億

円
）

（
注

）
　

　
旧

特
定

国
有

財
産

整
備

特
別

会
計

が
平

成
2
1
年

度
末

で
廃

止
さ

れ
た

こ
と

に
伴

い
、

平
成

2
1
年

度
末

ま
で

に
策

定
さ

れ
て

い
た

事
業

で
未

完
了

の
も

の
に

つ
  
  
  
 い

て
は

、
当

該
事

業
が

完
了

す
る

ま
で

の
間

、
経

過
的

に
設

置
さ

れ
た

本
勘

定
で

経
理

を
行

う
こ

と
と

さ
れ

て
お

り
、

未
完

了
事

業
完

了
後

の
残

余
財

産
は

、
一

般
  
  
  
 会

計
に

承
継

。

財
政

投
融

資
特

別
会

計
特

定
国

有
財

産
整

備
勘

定

4
1
（
▲

4
2
）

4
1
（
▲

4
2
）

歳
出

純
計

額
か

ら
国

債
償

還
費

、
社

会
保

障
費

等
を

除
い

た
額

歳
出

純
計

額
歳

出
総

額

4
1
（
▲

4
2
）

4
1億

円
（
▲
4
2）

特
定

国
有

財
産

整
備

費
3
7（

▲
4
0
）

事
務

取
扱

費
4（

▲
2
）

40
4億

円

（
▲
11
5
）

前
年

度
剰

余
金

受
入

38
0（

▲
2
7
）

雑
収

入
0（

▲
0
）

【令
和

７
年

度
歳

入
予

算
】

【令
和

７
年

度
歳

出
予

算
】

国
有

財
産

売
払

収
入

24
（
▲

8
8
）
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